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（
翻
刻
）『
古
今
和
歌
集
聞
書
〔
冷
泉
流
〕』 

舘 

野 

文 

昭 
 

＊
キ
ー
ワ
ー
ド 

冷
泉
流
・
古
今
和
歌
集
・
注
釈
・
翻
刻 

 

は
じ
め
に 

  

先
般
、
拙
稿
「
冷
泉
流
を
標
榜
す
る
古
今
集
注
―
『
古
今
和
歌
集
聞
書
〔
冷
泉
流
〕
』

を
め
ぐ
っ
て

（
１
）

」
に
お
い
て
、
『
古
今
和
歌
集
聞
書
〔
冷
泉
流
〕
』
と
通
称
さ
れ
る
『
古

今
集
』
注
釈
書
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
の
紹
介
と
基
礎
的
な
考
察
を
行
っ
た
。 

 

こ
の
注
釈
書
の
現
在
確
認
出
来
る
伝
本
二
本
は
い
ず
れ
も
近
世
期
の
書
写
本
で
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
室
町
期
に
ま
で
遡
り
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
注
で
あ
る
。
そ

の
成
立
の
上
限
は
南
北
朝
後
期
～
室
町
初
期
以
降
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
上
記
の
時
期

を
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な
い
頃
に
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
冷
泉
家
の
立
場

で
記
さ
れ
て
い
る
注
で
は
あ
る
も
の
の
、
冷
泉
家
当
主
の
注
説
と
は
認
め
が
た
い
、

仮
託
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
室
町
後
期
の
冷
泉
家
当
主
が
こ

の
注
を
享
受
し
て
い
た
可
能
性
が
存
す
る
と
い
う
、
注
意
す
べ
き
注
で
あ
る
。
そ
の

詳
細
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
の
他
に
も
諸
々
の
問
題
を
孕
む
注
で
あ
り
、

室
町
期
の
冷
泉
流
歌
学
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
参
照
に
値
す
る
書
物
と
言
っ
て
良

い
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
同
書
に
は
影
印
・
翻
刻
が
備
わ
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
本
文
の
参

照
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
脱
し
、
よ
り
多
く
の
研
究
者

の
批
正
を
賜
る
た
め
に
、
こ
こ
に
そ
の
全
文
の
翻
刻
紹
介
を
行
う
次
第
で
あ
る
。 

 

伝
本
と
書
誌
・
主
要
な
異
同
に
つ
い
て 

  

現
在
確
認
し
得
る
伝
本
は
以
下
の
二
本
で
あ
る
。
前
稿
の
再
説
と
な
る
が
、
ま
ず

は
両
本
の
書
誌
を
略
述
す
る
。
そ
の
上
で
、
前
稿
に
お
い
て
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
両
本
の
異
同
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
。 

  
①
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
『
古
今
和
歌
集
聞
書

（
２
）

』 
函
架
番
号
：
国
文
学
Ｅ
Ｃ
Ⅱ
・
二
。〔
江
戸
時
代
中
期
頃
〕
写
。
袋
綴
装
、
一
冊
。
香

色
表
紙
（
二
四
・
二
×
一
八
・
一
糎
）
。 

 

外
題
は
、
表
紙
左
肩
に
「
冷
泉
家
／
古
今
集
聞
書
」
と
打
付
墨
書
。
内
題
「
古
今

和
歌
集
聞
書
」
、
尾
題
「
古
今
注
一
部
／
冷
泉
流
之
相
伝
」
。
背
書
に
「
古
今
集
聞
書
」
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（
後
筆
で
あ
ろ
う
）
。
遊
紙
ナ
シ
。
料
紙
は
楮
紙
。 

 
本
文
は
一
つ
書
形
式
。
毎
半
葉
十
三
行
。
字
面
高
さ
、
約
二
〇
・
八
糎
（
一
つ
書

の
「
一
」
含
め
ず
。
）
墨
付
丁
数
は
三
五
丁
。
印
記
は
一
オ
に
「
京
都
／
帝
國
大
學
／

圖
書
之
印
」
（
朱
・
陰
刻
・
篆
書
・
方
・
単
枠
）
。 

 

奥
書
は
、
三
五
オ
に
、「
此
本
家
被
秘
更
々
他
人
江

被
見
事
九
説
之
儀
也
若
此
／
流

於

不
承
続
者
波

可
被
入
火
中
殊
御
子
左
乃

流
大
仁

相
／
違
之
事
共
有
努
々
不
可
有
他
見

也
」
、
「
私
云
此
一
帖
冷
泉
家
秘
書
云
々
或
人
写
つ
た
へ
て
／
冷
泉
大
納
言
為
村
卿
御

覧
に
入
し
に
尤
家
の
／
書
な
か
ら
用
捨
有
る
も
の
な
り
み
た
り
に
人
に
／
み
す
へ
か

ら
す
と
仰
あ
り
し
と
そ
」
の
二
種
の
奥
書
が
あ
る
。
前
者
の
奥
書
は
②
京
図
本
と
共

通
の
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
京
文
本
と
呼
称
す
る
。 

  

②
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
古
今
和
歌
集
聞
書
』 

函
架
番
号
：
二
三
・
コ
・
七
。〔
江
戸
時
代
後
末
期
頃
〕
写
。
袋
綴
装
、
一
冊
。
淡
縹

色
表
紙
（
二
三
・
五
×
一
七
・
一
糎
）
。 

 

外
題
は
表
紙
左
肩
双
辺
題
箋
に
「
古
今
和
歌
集
聞
書
〈
水
百
〉 

全
」（
本
文
と
別

筆
）
と
墨
書
。
内
題
「
古
今
和
歌
集
聞
書
」
、
尾
題
「
古
今
注
一
部
」
と
あ
り
、
三
行

空
け
て
「
冷
泉
流
之
相
傳
」
と
あ
る
。
背
書
「
古
今
集
聞
書
」
（
後
筆
で
あ
ろ
う
）
。

遊
紙
ナ
シ
。
料
紙
は
楮
紙
。 

 

本
文
は
一
つ
書
形
式
。
毎
半
葉
九
行
。
和
歌
は
約
二
字
下
げ
一
首
二
行
書
。
歌
注

部
は
注
文
を
小
字
で
記
す
。
字
面
高
さ
約
一
八
・
六
糎
（
一
つ
書
の
「
一
」
含
ま
ず
）
。

墨
付
七
四
丁
。
朱
筆
に
よ
る
振
仮
名
、
訓
点
、
墨
筆
に
よ
る
振
仮
名
等
が
所
々
に
見

ら
れ
る
（
い
ず
れ
も
本
文
と
同
筆
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
振
仮
名
に
関
し
て
は
朱
墨
の

使
い
分
け
に
は
特
に
意
味
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
）
。
印
記
は
所
蔵
者
関
連
の

も
の
の
他
は
、
剥
離
し
た
後
表

う
し
ろ

紙
見
返
し
紙
裏
に
、
「
黄
／
雀
園
」
（
朱
・
陽
刻
・
篆

書
・
方
・
単
枠
）
と
あ
る
。 

 

奥
書
は
、
七
四
丁
オ
に
「
此
本
家
秘
受
也
他
人
〈
仁
〉
被
見
事
九
説
也
。
若
此
／

流
〈
於
〉
不
承
続
者
〈
波
〉
可
被
入
火
中
也
珠
〈
仁
〉
御
子
左
〈
乃
〉
流
／
大
〈
仁
〉

相
違
之
事
共
有
努
々
不
可
有
他
見
也
」
と
記
し
、
七
四
ウ
に
「
于
時
天
明
第
五
乙
巳

夏
六
月
歬
津
中
川
常
香
借
求
／
書
寫 

 
 

 
 

藤
原
實
光
藏
書
」
と
記
す
。
前
者

の
奥
書
は
①
京
文
本
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。「
中
川
常
香
」
及
び
「
藤
原
実
光
」
に

つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る
。
以
下
京
図
本
と
呼
称
す
る
。 

  

両
本
は
直
接
的
な
転
写
関
係
に
は
な
く
、
細
か
な
異
同
が
多
く
存
し
、
両
者
の
距

離
は
そ
れ
な
り
に
隔
た
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
大
き
な
異
同
は
無

く
、
同
系
統
と
判
断
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
歌
注
部
に
お
い
て
は
記
述
形

式
が
大
き
く
異
な
る
。
一
番
歌
注
を
比
較
し
て
み
よ
う

（
３
）

。 

①
京
文
本
・
一
番
歌
注 

一
、
年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
ー
在
原
元
方 

此
秘
本
を
、
君
の
叡
覧
に
か
け

し
年
は
、
節
分
極
月
に
有
し
故
に
、
か
く
よ
め
り
。
撰
ぜ
ら
れ
し
も
同
年
也
。 

②
京
図
本
・
一
番
歌
注 

一
、
年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
一
と
せ
を
こ
ぞ
と
や
い
は
ん
こ
と
し
と
や
い
は

ん 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

在
原
元
方 

こ
の
秘
本
を
君
の
ゑ
い
ら
ん
に
か
け
し
年
は
、
せ
つ
ぶ
ん
極
月
に
あ
り
し
故
に
、
か
く
よ
め
り
。

せ
ん
ぜ
ら
れ
し
も
同
年
也
。 
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右
の
ご
と
く
、
①
京
文
本
は
被
注
和
歌
を
全
文
掲
出
せ
ず
に
、
初
二
句
程
度
を
掲

げ
て
、
そ
れ
以
降
を
省
略
す
る
の
に
対
し
、
②
京
図
本
は
被
注
和
歌
を
一
首
そ
の
ま

ま
掲
出
す
る
と
い
う
形
式
を
と
る
。
ど
ち
ら
が
原
型
に
近
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
生

じ
る
が
、
ど
う
や
ら
②
京
図
本
の
よ
う
な
形
の
方
が
原
型
に
近
く
、
①
京
文
本
（
も

し
く
は
そ
の
親
本
段
階
に
お
い
て
）
は
書
写
に
あ
た
っ
て
、『
古
今
集
』
の
本
文
掲
出

等
の
、
特
に
無
く
て
も
差
し
支
え
の
無
い
部
分
を
省
略
し
て
い
る
形
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
以
下
に
掲
げ
る
両
者
の
十
八
番
歌
注
の
本
文
を
比
較
す
れ
ば
す
ぐ
に
知
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。 

①
京
文
本
・
十
八
番
歌
注 

一
、
春
日
野
の
と
ぶ
火
の
野
守
ー
よ
み
人
し
ら
ず 

ほ
う
火
を
た
つ
る
事
、
周

幽
王
の
后
褒
似
が
故
事
有
り
。
略

。
我
朝
に
も
、
昔
は
伊
駒
山
に
立
、
後
に
は

春
日
山
に
立
。
又
野
守
の
鏡
と
い
ふ
事
、
む
か
し
帝
王
野
に
て
狩
し
給
ひ
け
る

に
、
鷹
を
そ
ら
し
て
、
野
守
に
「
何
方
へ
行
つ
る
」
と
と
ひ
け
れ
ば
、
森
一
村

を
さ
し
て
、「
そ
な
た
を
尋
給
へ
」
と
い
ふ
。
森
の
か
げ
を
行
て
、
木
末
を
み
る

に
、
な
し
。
た
ま
り
水
あ
り
け
る
に
、
鷹
の
影
う
つ
り
た
り
。
そ
れ
を
し
る
べ

に
て
、
鷹
を
さ
し
て
取
た
り
け
る
也
。
そ
れ
よ
り
其
水
を
野
守
の
か
ゞ
み
と
い

ふ
。
鷹
を
う
つ
す
故
也
。
古
哥
に
、「
は
し
鷹
の
野
守
の
か
ゞ
み
え
て
し
哉
思
ひ

お
も
は
ず
よ
そ
な
が
ら
み
む
」
。
箸
鷹
と
い
ふ
は
、
夏
鷹
を
鳥
屋
に
こ
め
て
、
秋

つ
か
は
ん
と
て
夜
居
を
す
る
に
、
た
ゞ
の
火
を
た
か
ず
。
人
の
喰
た
る
古
箸
を

取
あ
つ
め
て
見
す
れ
ば
、
ほ
ど
な
く
な
つ
く
と
申
也
。
よ
つ
て
、
は
し
鷹
と
い

ふ
。
た
ゞ
し
、
鷹
の
惣
名
と
も
申
。
其
故
は
、
は
し
鷹
と
い
ふ
一
字
有
。
鷂
と

書
也
。 

②
京
図
本
・
十
八
番
歌
注
（
掲
出
和
歌
本
文
は
省
略
） 

と
ぶ
火
の
野
守
の
事
、
ほ
う
火
を
た
つ
る
事
也
。
是
は
周
の
ゆ
う
王
の
后
に
褒

姒
と
云
有
。
天
下
第
一
の
美
女
な
り
。
然
共
、
す
べ
て
笑
ふ
こ
と
な
し
。
有
時

兵
を
め
さ
ん
が
た
め
に
、
烽
火
を
立
た
り
。
是
を
見
て
、
后
大
き
に
ゑ
め
り
。

面
媚
ま
さ
れ
り
。
仍
て
王
よ
ろ
こ
び
て
、
さ
せ
る
こ
と
な
き
に
も
ほ
う
火
を
あ

げ
て
見
せ
給
へ
ば
、
四
方
の
兵
は
せ
さ
ん
ず
。
さ
れ
ど
も
、「
后
の
た
め
烽
火
な

り
」
と
て
か
へ
さ
る
。
ケ
様
に
す
る
事
度
々
に
お
よ
べ
り
。
其
時
西
戎
趣
り
て

都
へ
せ
め
い
ら
ん
と
す
。
よ
つ
て
烽
火
を
あ
ぐ
と
い
へ
ど
も
、
さ
き
に
な
ら
つ

て
兵
来
ら
ず
。
つ
い
に
都
み
だ
れ
て
、
王
は
麗
山
の
ふ
も
と
に
て
み
だ
れ
さ
せ

給
ふ
。
后
は
尾
二
ツ
有
狐
と
な
り
て
う
せ
ぬ
。
我
朝
に
も
、
昔
は
伊
駒
山
に
あ

つ
。
後
に
は
、
こ
の
春
日
山
に
立
。
又
野
守
の
鏡
と
い
ふ
事
、
昔
、
帝
王
野
に

て
狩
し
給
ひ
け
る
に
、
鷹
を
そ
ら
し
て
、
野
守
に
、「
何
方
へ
行
つ
る
」
と
と
ひ

け
れ
ば
、
森
の
一
村
を
さ
し
て
「
そ
な
た
を
尋
給
へ
」
と
、
森
の
か
げ
行
て
木

末
を
見
る
に
、
な
し
。
溜
り
水
あ
り
け
る
に
、
鷹
の
か
げ
う
つ
り
た
り
。
こ
れ

を
し
る
べ
に
て
鷹
を
さ
し
て
と
り
た
り
け
る
な
り
。
そ
れ
よ
り
其
水
を
野
守
の

鏡
と
云
。
鷹
を
う
つ
す
故
也
。
古
哥
に
、「
は
し
鷹
の
野
も
り
鏡
ゑ
て
し
が
な
お

も
ひ
思
わ
ず
よ
そ
な
が
ら
み
ん
」
。
箸
鷹
と
云
は
、
夏
鷹
を
鳥
屋
に
こ
め
て
、
秋

つ
か
は
ん
と
て
夜
居
を
す
る
に
、
た
ゞ
の
火
を
た
か
ず
。
人
の
食
た
る
古
箸
を

取
あ
つ
め
て
見
す
れ
ば
、
ほ
ど
な
く
な
つ
く
と
申
な
り
。
依
て
は
し
鷹
と
い
ふ
。

た
ゞ
し
、
鷹
の
惣
名
と
も
申
。
そ
の
故
は
、
は
し
鷹
と
い
ふ
一
字
あ
り
。
鷂
と

か
く
な
り
。 

当
該
歌
注
で
は
、
先
ず
歌
中
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
と
ぶ
ひ
」
と
い
う
語
の
注
と
し
て
、
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周
幽
王
と
褒
姒
の
故
事
に
言
及
す
る
が
、
①
京
文
本
で
は
こ
の
部
分
が
「
周
幽
王
の

后
褒
似
が
故
事
有
り
。
略

。
」
と
し
て
、
具
体
的
内
容
は
記
さ
れ
な
い
。
一
方
②
京
図

本
は
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
（
傍
線
部
分
）
。
こ
の
点
か
ら
、
本
来
は

②
京
図
本
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
も
の
が
、
転
写
の
過
程
で
省
略
さ
れ
て
、
①
京
文

本
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
こ
の
故
事
が
よ
く
知
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
紙
幅
の
節
約
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
①
京
文
本
（
乃
至
そ
の
親

本
段
階
に
お
い
て
）
は
不
必
要
な
箇
所
を
省
略
す
る
と
い
う
処
置
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
②
京
図
本
に
存
し
、
①
京
文
本
が
略
し
て
い
る
注
と
し
て
、
九
二
四

番
歌
作
者
注
が
あ
る
。
①
京
図
本
に
の
み
、「
第
十
七
雑
歌
上
」
部
の
末
尾
に
次
の
一

条
が
存
す
る
。 

一
、
承
均
法
師 

 

当
該
部
の
本
文
は
九
二
四
番
歌
の
作
者
の
名
を
掲
出
す
る
の
み
で
あ
り
、
具
体
的

注
文
は
無
い
。
注
文
が
無
い
こ
と
に
よ
り
、
①
京
文
本
で
は
こ
の
一
条
を
不
要
と
見

做
し
て
省
略
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

猶
、
こ
の
「
承
均
法
師
」
は
『
古
今
集
』
に
三
首
入
集
（
九
二
四
番
歌
の
ほ
か
は

七
五
・
七
七
番
歌
）
す
る
歌
人
で
あ
る
。
こ
の
「
承
均
」
を
「
そ
う
く
」
と
仮
名
書

す
る
諸
本
の
存
す
る
一
方
で
、「
均
」
の
字
を
「
く
」
と
読
む
の
に
は
無
理
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
古
今
注
に
お
い
て
は
「
承
均
」
の
読
み
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
清
濁
も
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し

た
事
情
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
部
分
の
注
は
、
こ
の
作
者
の
名
の
読
み
を
問
題
に
す

る
意
図
で
付
さ
れ
た
も
の
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
原
撰
本
段
階
で
は
清
濁

を
示
す
意
図
で
声
点
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
転
写
の
過
程
で
省
略
さ
れ
、
結
果

と
し
て
、
作
者
の
名
の
み
を
記
し
注
文
が
無
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
な

ど
も
想
定
で
き
よ
う
。 

 

そ
の
他
に
も
①
京
文
本
と
②
京
図
本
と
の
間
の
細
か
な
本
文
異
同
は
見
ら
れ
る
が
、

①
京
文
本
の
注
文
に
明
ら
か
な
省
略
が
あ
る
の
は
こ
の
二
例
の
み
で
あ
り
、
本
文
自

体
は
、
書
写
年
代
も
古
い
①
京
文
本
の
方
が
脱
文
も
少
な
く
良
質
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る

（
４
）

。
以
下
、
①
京
文
本
の
全
文
を
翻
刻
す
る
。 

 

猶
、
本
稿
は
前
稿
と
と
も
に
、
平
成
26
～
28
年
度
に
行
わ
れ
た
特
定
研
究
「
中

世
古
今
集
注
釈
書
の
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者:

山
本
登
朗
氏
）
第
２
回
研
究
会

に
て
「
冷
泉
家
流
の
古
今
集
注
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
行
っ
た
口
頭
発
表
を
始
発
と

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。 

 

〔
注
〕 

（
１
）
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中
世
古
今
和
歌
集
注
釈
書
の

世
界
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
）
所
収
。
以
下
前
稿
と
呼
ぶ
。 

（
２
）
前
稿
に
お
い
て
所
蔵
者
の
名
称
を
京
都
大
学
文
学
部
図
書
室
と
し
た
箇
所
が

あ
る
が
、
正
式
に
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
で
あ
る
。
謹
ん
で
訂
正

申
し
上
げ
る
。 

（
３
）
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
私
に
清
濁
を
分
か
ち
、
句
読
点
を
付
し
た
。 

（
４
）
一
方
で
①
京
文
本
の
脱
落
が
②
京
図
本
に
よ
っ
て
補
え
る
場
合
も
あ
る
。
①

京
文
本
五
五
四
番
歌
注
及
び
八
四
五
番
歌
注
に
あ
る
程
度
の
長
さ
の
脱
文
と
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思
し
き
箇
所
が
存
す
る
。
参
考
ま
で
に
②
京
図
本
の
両
項
目
本
文
を
掲
げ
る

（
掲
出
和
歌
本
文
は
省
略
）
。 

む
か
し
、
夫
婦
有
け
る
か
、
夫
は
赤
き
衣
を
こ
の
み
、
女
は
む
ら
さ
き
衣

を
こ
の
め
り
。
夫
死
て
後
恋
し
か
り
け
る
時
、
衣
を
身
に
そ
へ
て
ね
た
り

け
れ
は
、
涙
に
ぬ
れ
て
有
を
う
ち
返
し
て
着
た
り
け
れ
は
、
夢
に
見
へ
た

り
け
る
程
に
、
其
後
も
恋
し
き
時
は
此
衣
を
う
ち
か
へ
し
て
着
ぬ
れ
は
、

か
な
ら
す
夢
に
見
へ
け
り
。
か
く
て
妻
も
恋
死
に
し
て
ん
け
り
。
此
夫
婦

は
鴛
と
な
つ
て
鴛
鴦
の
契
深
し
。
（
五
五
四
） 

「
諒
闇
」
と
は
、
御ご

国こ
く

忌き

也
。
葦
簾
は

あ
し
の
す
た
れ

禁
忌
也
。
内
裏
に
も
蘆あ

し

の
簀
と
て

か
け
ゝ
る
也
。「
し
つ
く
花
」
と
は
、
花
の
影
の
水
の
底
に
あ
る
は
、
沈
と

み
れ
は
う
か
ふ
、
浮
ふ
と
見
れ
は
し
つ
む
を
「
し
つ
く
」
と
い
ふ
。
万
葉

集
に
も
「
し
つ
く
石
」
と
云
は
、
沈
む
名
也
。
し
つ
く
の
有
所
の
み
に
は

あ
ら
す
。
哥
に
、
藤
浪
の
か
け
な
る
水
の
そ
こ
清
み
し
つ
く
石
と
も
見
わ

た
る
哉
（
八
四
五
） 

こ
の
傍
線
部
分
が
①
京
文
本
で
は
脱
落
し
て
い
る
。
目
移
り
に
よ
る
脱
文
と
思

し
い
。
そ
の
他
、
一
〇
七
二
番
歌
注
が
、
①
京
本
文
よ
り
も
②
京
図
本
の
本
文

の
方
が
文
意
が
取
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
②
京
図
本
の
同
歌
注
本
文

は
以
下
の
通
り
（
掲
出
和
歌
本
文
は
省
略
）
。 

「
ふ
り
」
と
は
、
其
所
の
風
俗
を
よ
め
る
な
り
。
「
流
」
と
書
く
。
「
雪
の

ふ
り
は
も
」
と
は
、「
わ◯

も
」
と
よ
む
へ
し
。
餘
家
に
は
、「
霜
の
ふ
り
は
」

と
て
、「
場
」
を
書
り
。
家
に
は
右
之
通
「
わ
も
」
と
よ
む
。「
も
」
と
は
、

や
す
め
字
。
只
、
霜
の
ふ
り
た
る
と
云
な
り
。
（
一
〇
七
二
） 

  

【
附
記
】
本
稿
はJ

S
P
S

科
研
費J

P
1
8
K
1
2
3
0
5

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を

含
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
翻
刻
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
京
都
大
学
文

学
研
究
科
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 

翻
刻 

 

〈
凡
例
〉 

１
、
底
本
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
蔵
『
古
今
和
歌
集
聞
書
』（
国
文
学
Ｅ
Ｃ
Ⅱ
・
二
）

を
用
い
た
。 

２
、
丁
写
り
、
面
写
り
は
（
１
オ
）
の
よ
う
に
示
し
た
。 

３
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、「
哥
」・「
謌
」
な
ど
一
部
底
本

の
表
記
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
場
合
も
あ
る
。 

４
、
判
読
不
能
な
字
は
■
で
示
し
た
。 

５
、
読
解
の
便
宜
を
図
り
、
句
読
点
・
鉤
括
弧
を
私
に
付
し
た
。
ま
た
私
意
に
よ
り

改
行
を
行
っ
た
箇
所
も
あ
る
。 

６
、
序
注
は
全
六
十
項
目
か
ら
な
る
。
便
宜
的
に
【
序
１
】
～
【
序
60
】
の
番
号
を

付
し
て
各
項
目
の
冒
頭
に
示
し
た
。
ま
た
歌
注
部
に
つ
い
て
も
、
各
項
目
の
冒

頭
に
【 

】
内
で
歌
番
号
を
示
し
た
。 
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古
今
和
歌
集
聞
書 

【
序
１
】 

一
、「
や
ま
と
」
ゝ
云
事 

山
跡
也
。
日
本
紀
云
、「
倭
国

ヤ

マ

ト

を
通
し
て
、
耶
摩
跡

ヤ

マ

ト

と
云
。

山
々
謂
二

耶
摩
止
一

云
々
。
天
地
割
別
て

サ
キ
ワ
カ
レ

泥
湿
未
レ

、

ワ
カ
タ

是
以
栖
レ

山
往
来
す
。
仍
跡
多

シ

。
故
に
や
ま
と
ゝ
云
」
。
古
事
記
云
、
「
櫛
玉
饒
速
日
命
、
天
磐
船
に
の
り
て
、
葦

原
国
を
め
く
り
て
、
虚
空
見
津
山
跡
国
ト
の
給
ひ
焉
」
。 

【
序
２
】 

一
、「
う
た
」
と
云
事 

史
記
云
、「
謌
」
は
「
柯
」
也
。
凡
「
歌
」
は
「
宇
多
」
也
。

か
さ
な
り
〳
〵
て
お
ほ
く
と
云
心
也
。 

【
序
３
】 

一
、
人
の
心
を
種
と
し
て
云
事
は
、
真
名
序
云
、「
夫
和
歌
そ
の
根
を
心
地
と
し
其
花

を
発
二

ヒ
ラ
ク

詞
林
一

者
な
り
」
と
云
。 

【
序
４
】 

一
、
ち
か
ら
を
も
い
れ
す
し
て
天
地
を
う
こ
か
し

本
ノ 

 

マ
ヽ

。 

【
序
５
】 

一
、
天
の
う
き
は
し
の
下
に
て
、
女
神
男
神
と
な
り
給
へ
る
事
は
、
日
本
紀
第
一
云
、

二
柱
の
神
、
天
の
浮
橋
の
上
に
立
し
て
、
止
都
支
鳥
之
倍
止
利
の
其
術
を
見
給
ふ
。

陽
神
は
左
に
廻
り
、
陰
神
は
右
よ
り
廻
る
。
分
国
の
柱
を
め
く
り
て
、
ひ
と
つ
面
に

逢
ひ
き
。
陽
神
唱
て
云
、
「
あ
な
う
れ
し
や
う
ま
し
お
と
め
に
逢
ぬ
」
。
陰
神
と
な
へ

て
、
「
あ
な
う
れ
し
や
う
ま
し
お
と
こ
に
逢
ぬ
」
。
是
を
名
付
て
、
哥
と
い
ふ
を
や
。

と
つ
き
を
し
へ
鳥
と
は
、
此
心
に
（
１
オ
）
は
た
ゝ
き
鳥
と
い
ふ
鳥
也
。
此
鳥
の
名
、

あ
ま
た
有
。
日
本
紀
云
、「
鶺
鴒
、
又
つ
ゝ
ま
な
は
し
ら
、
又
に
は
く
な
ふ
り
、
又
い

な
お
ほ
せ
鳥
と
い
ふ
」
。
古
哥
に
、
「
逢
ふ
事
を
い
な
お
ふ
せ
鳥
の
な
か
り
せ
は
人
の

恋
路
に
ま
よ
は
さ
ら
ま
し
」
、
是
は
二
神
天
の
浮
橋
の
上
に
、
男
女
の
形
は
あ
り
て
、

住
給
へ
と
も
、
と
つ
く
こ
と
を
し
り
給
は
ぬ
に
、
此
鳥
雌
雄
来
り
て
、
ふ
り
あ
は
せ

遊
ひ
た
は
ふ
れ
し
を
見
て
、
み
と
の
ま
く
は
ひ
し
は
し
め
給
ひ
し
事
を
申
也
。 

【
序
６
】 

一
、「
久
堅
の
あ
め
」
と
云
事 

天
地
開
は
し
ま
り
て
ゑ
こ
う
の
時
に
至
ま
て
、
天
は

す
へ
て
や
ふ
れ
さ
る
物
な
れ
は
、
久
い
と
云
也
。
き
れ
と
も
き
れ
す
、
や
け
と
も
や

か
れ
ぬ
ゆ
へ
に
、
か
た
し
と
云
。
仍
久
堅
と
云
。 

【
序
７
】 

一
、
下
照
姫
哥
の
事 

天
よ
り
此
国
を
し
つ
め
ん
と
て
、
天
稚
彦
下
り
給
ふ
か
、
地

神
の
姫
下
照
姫
を
妻
と
し
て
、
天
へ
是
非
を
申
さ
れ
す
。
仍
殺
さ
れ
ぬ
。
夫
に
似
た

る
人
を
み
て
、
下
照
姫
の
よ
め
る
し
か
〳
〵
。 

【
序
８
】 

一
、
ゑ
ひ
す
歌
、
ゐ
中
哥
と
云
事
也
。
日
本
紀
に
、
夷
曲
心
は
神
の
代
の
時
は
、
今

の
歌
に
あ
た
る
。
葦
原
国
は
今
の
田
舎
也
。
此
故
に
、
下
照
姫
は
地
神
の
む
す
め
な

れ
は
、
田
舎
人
な
り
。
然
間
、
い
な
か
と
云
。
（
１
ウ
） 

【
序
９
】 

一
、「
あ
ら
か
ね
の
土
」
と
は
、
神
代
の
地
は
、
皆
砂
金
也
。
草
木
出
来
り
て
後
、
く

た
け
て
土
と
は
成
也
。 

【
序
10
】 

一
、
「
ち
は
や
ふ
る
」
と
は
、
日
本
紀
・
万
葉
の
書
や
う
、
千
磐
破
、
又
千
磐
屋
経
。

こ
れ
は
、
天
照
大
神
、
天
の
岩
戸
に
籠
り
て
、
久
し
く
わ
た
ら
せ
給
ひ
し
事
を
、
天
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の
岩
屋
に
年
月
を
経
さ
せ
給
ふ
也
。
そ
れ
を
手
力
雄
命
、
此
岩
戸
を
引
や
ふ
り
、
日

の
神
を
出
し
を
り
し
事
を
、
千
の
磐
破
と
い
ふ
也
。 

【
序
11
】 

一
、
人
の
代
と
な
り
て 

日
本
紀
云
、
「
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
尊
、
一
女
三
男
を
生
す
。

日
神
・
月
神
・
蛭
子
・
素
戔
嗚
尊
」
。
し
か
れ
は
此
尊
を
人
と
申
へ
き
や
。
爰
に
神
の

代
に
、
天
地
人
の
三
才
を
つ
く
る
に
、
天
は
日
神
、
地
は
地
神
、
人
と
こ
ろ
な
き
に
、

此
尊
、
稲
田
姫
と
云
下
司
神
の
姫
を
御
妻
と
し
て
、
田
畑
を
つ
く
り
、
山
川
草
木
を

作
り
、
ひ
と
へ
に
人
の
業
を
し
給
ふ
。
然
は
神
の
く
た
れ
る
を
人
と
云
、
人
の
は
し

め
を
神
と
申
也
。 

【
序
12
】 

一
、
す
さ
の
を
の
尊
を
、
天
照
す
大
神
の
こ
の
か
み
也
と
い
ふ
事
、
前
に
あ
く
る
こ

と
く
、
二
神
の
第
四
の
御
子
也
。
い
か
て
日
神
の
御
兄
と
申
へ
き
や
。
日
本
紀
第
曰
、

「

息

親

コ
ナ
カ
ミ
ヲ
ト
ヽ

之
意
、
不
レ

給
、
不
レ

恨
玉

、
皆
以
二

平
心

ヲ一

容
ユ
ル
シ
玉
フ

矣
」
。
此
文
を
、
大 

納
言
公
任
見
そ
ん
し
て
、
か
や
う
に
書
給
ふ
也
。
女
神
を
兄
と
（
２
オ
）
云
へ
か
ら

す
。「
お
と
ゝ
」
は
妹
を
も
申
事
な
れ
は
、
是
は
、
尊
を
こ
の
か
み
と
申
と
心
得
て
か
ゝ

れ
た
り
。
此
分
か
、
公
任
此
序
に
さ
ま
〳
〵
見
そ
ん
し
と
も
お
ほ
し
と
云
な
り
。 

【
序
13
】 

一
、
女
と
住
給
は
ん
と
て 

尊
さ
ま
〳
〵
の
悪
行
の
間
、
根
の
国
へ
や
ら
い
申
な
り
。

根
の
国
へ
行
給
ふ
。
出
雲
国
の
河
上
蘇
嶋
の
里
に
い
や
し
き
神
あ
り
。
夫
婦
の
中
に

少
女
を
置
て
渧
哭
す
。
尊
、
故
を
と
ひ
給
ふ
。
大
蛇
に
と
ら
れ
申
事
を
か
な
し
み
て
、

「
か
く
の
如
く
」
と
こ
た
ふ
。
し
か
〳
〵
下
ニ
有
。 

 

【
序
14
】 

一
、
と
を
き
所
も
出
立
足
も
と
よ
り
そ
と
云
事
は
、
白
易
居
か
座
右
銘
に
云
、「
千
里

は
足
下
よ
り
は
し
ま
り
、
高
山
は
微
塵
よ
り
な
る
」
。
文
集
云
、
「
泰
山
は
土
壊
よ
り

な
り
、
千
里
は
一
足
よ
り
発
」
ト
云
々
。 

【
序
15
】 

一
、「
ち
り
ひ
ち
」
を
「
い
ち
」
と
よ
む
事 

言
便
聞
に
く
き
に
よ
つ
て
、
い
に
か
よ

は
し
て
「
い
ち
」
と
云
也
。 

【
序
16
】 

一
、
あ
ま
雲
と
い
ふ
事 

先
天
の
雲
な
り
。
雨
の
雲
な
り
。 

【
序
17
】 

一
、
難
波
津
の
哥
は
御
門
の
御
は
し
め
也
と
い
ふ
事 

神
武
天
皇
の
御
事
に
は
あ
ら

す
。
み
か
と
に
な
ら
せ
給
ふ
へ
き
は
し
め
と
云
事
也
。 

【
序
18
】 

一
、
春
宮
を
た
か
ひ
に
譲
り
給
ふ
事 

御
兄
お
ほ
さ
ゝ
き
の
御
子
、
御
弟
宇
治
の
若

御
子
、
し
か
〳
〵
。
王
仁
、
な
に
は
津
の
（
２
ウ
）
哥
を
よ
み
て
奉
る
。
哥
の
心
は
、

梅
の
花
の
雪
の
中
に
冬
こ
も
り
た
り
し
を
は
、
御
子
に
た
と
へ
、
年
の
さ
り
た
る
事

を
は
、
宇
治
の
御
子
の
崩
御
に
た
と
へ
て
、「
今
は
天
下
春
に
成
た
れ
は
、
梅
の
花
ひ

ら
く
る
こ
と
き
に
や
。
位
に
つ
き
給
へ
」
と
よ
め
る
也
。
時
に
即
位
と
云
々
。
又
平

野
難
波
一
体
の
事 

家
隆
卿
哥
に
、「
難
波
津
に
冬
籠
せ
し
花
な
れ
や
平
野
の
松
に
ふ

れ
る
し
ら
ゆ
き
」 

【
序
19
】 

一
、「
か
つ
ら
き
王
」
と
は
、
聖
武
天
皇
の
御
時
、
橘
の
姓
を
給
は
り
て
、
左
大
臣
諸

兄
公
と
て
万
葉
の
撰
者
也
。 
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【
序
20
】 

一
、
浅
香
山
の
哥
の
心
は
、
浅
香
の
沼
は
山
の
井
と
一
所
也
。
い
つ
れ
も
水
浅
し
。

是
に
移
る
山
も
影
浅
し
。
此
こ
と
く
田
舎
の
な
ら
ひ
に
て
ま
ふ
け
な
と
も
お
ろ
そ
か

な
り
。
君
を
ね
た
く
は
思
ひ
た
ゝ
ぬ
と
、
あ
ふ
み
の
う
ね
め
よ
め
る
哥
。
此
哥
の
事
、

大
納
言
為
家
、
古
今
伝
授
の
時
、
不
審
し
て
の
給
は
く
、「
二
の
歌
と
い
へ
と
も
、
難

波
の
哥
は
有
て
、
浅
香
山
の
哥
な
し
。
な
ん
そ
二
哥
と
い
ふ
へ
き
や
」
。
父
定
家
お
と

ろ
き
て
、「
先
人
も
か
ん
か
へ
す
、
我
も
み
す
、
汝
不
審
を
い
た
す
。
子
に
孫
に
至
ま

て
此
道
た
え
さ
ら
ん
。
さ
ら
は
汝
か
手
跡
に
て
書
入
よ
」
と
て
、
は
し
め
て
書
入
ら

れ
た
り
。（
３
オ
）
此
本
は
、
二
条
に
も
な
し
。
ま
し
て
餘
家
に
有
へ
か
ら
す
。
冷
泉

一
流
に
相
伝
せ
ら
れ
た
り
。 

 
 

 
 

 

為
氏 
為
世 

為
定 

為
遠 

 

俊
忠 

俊
成 

成
家 

定
家 

為
家 

 
 

 
 

 

為
相 

為
成 

為
秀 

為
尹 

家
之
重
書
籍
鵜
箱
三
十
余
号
相
伝 

 

為
家
の
嫡
為
氏
不
幸
の

孝
イ

よ
し
読
給
ふ
哥
、「
か
き
り
あ
る
命
を
人
に
い
と
は
れ
て
見

ぬ
世
の
こ
と
を
兼
て
し
る
か
な
」
、
此
三
十
余
合
の
筥
を
は
、
当
時
の
二
条
殿
の
父
、

道
平
関
白
殿
に
、「
為
相
に
お
は
せ
給
へ
」
と
て
預
ケ
申
さ
る
。
為
氏
大
覚
寺
殿
へ
歎

き
申
て
院
宣
を
申
下
し
て
、
此
書
籍
を
と
ら
ん
と
す
。
二
条
殿
の
父
ゆ
つ
り
に
ま
か

せ
て
為
相
に
下
さ
る
。
其
時
為
氏
の
よ
め
る
、「
あ
ふ
坂
や
往
来
の
道
は
た
え
せ
ぬ
に

我
跡
う
つ
む
関
の
し
ら
ゆ
き
」
。
為
氏
死
去
の
後
、
為
世
・
為
相
つ
か
ふ
事
、
六
の
問

六
答
、
悉
く
為
世
負
畢
ぬ
。
し
か
れ
と
も
、
大
覚
寺
殿
の
法
皇
、
為
世
の
御
聟
に
て
、

御
こ
う
し
う
有
て
、
（
３
ウ
）
「
ひ
ら
に
此
書
籍
を
わ
た
す
へ
し
」
と
被
仰
。
天
下
非

法
ふ
し
き
此
事
也
。
し
か
り
と
い
へ
と
も
、
勅
定
そ
む
き
か
た
き
に
よ
つ
て
、
家
の

重
書
を
い
た
す
へ
き
よ
し
為
相
申
さ
る
。
よ
の
つ
ね
の
名
は
か
り
知
て
、
秘
事
の
重

書
の
名
一
通
も
是
を
し
ら
す
。
わ
た
す
を
は
こ
な
た
に
六
つ
と
ゝ
め
、
い
さ
ひ
秘
事

の
重
書
は
こ
な
た
に
と
ゝ
め
て
鵜
筥
六
合
に
入
て
上
覧
、
の
こ
る
所
の
書
籍
を
鷺
の

筥
と
い
ふ
物
に
入
て
、
三
十
余
合
、
も
と
の
こ
と
く
、
為
相
相
伝
と
云
々
。
為
相
の

母
義
を
は
安
嘉
門
院
の
四
条
と
申
。
出
家
の
後
は
阿
仏
房
と
申
き
。 

【
序
21
】 

一
、
哥
の
さ
ま
六
な
り
。
唐
の
詩
に
も
か
く
そ
有
へ
き
と
い
ふ
事 

六
義
の
起
り
は

毛
詩
・
周
礼
・
文
選
三
部
よ
り
起
る
也
。
此
内
毛
詩
の
心
を
取
て
、
古
今
の
序
に
は

立
た
り
。
か
ら
の
哥
と
は
詩
也
。
詩
に
も
哥
と
云
者
あ
り
。 

【
序
22
】 

一
、
六
義
の
事 

風
賦
比
興
雅
頌
な
り
。
一
に
風
は
そ
へ
哥
也
。
梅
の
花
に
難
波
の

御
子
を
そ
へ
奉
る
。
心
は
、
風
は
色
体
見
え
ね
共
、
草
木
に
あ
た
り
て
其
姿
見
ゆ
る

こ
と
く
に
、
詞
に
は
あ
ら
は
さ
す
し
て
、
思
ふ
事
を
よ
そ
の
物
に
そ
ふ
る
な
り
。（
４

オ
） 

二
に
は
賦
は
く
は
る
と
よ
む
ゆ
へ
に
、
一
首
に
あ
ま
た
の
心
あ
る
也
。「
咲
花
に
思
ひ

つ
く
み
」
と
は
唯
花
の
さ
き
ち
る
は
か
り
を
、
面
白
と
明
暮
見
る
ほ
と
に
、
煩
悩
の

ち
り
つ
も
り
ぬ
る
を
も
し
ら
す
と
云
也
。「
い
た
つ
き
」
と
は
煩
悩
也
。
文
選
の
文
の

賦
に
「
靦
頌
」
と
い
ふ
也
。
後
鳥
羽
院
、
隠
岐
島
に
て
時
代
不
同
の
哥
合
を
せ
さ
せ

給
ふ
に
、
古
今
の
上
手
を
ゑ
ら
ひ
入
さ
せ
給
ふ
に
、
大
納
言
公
任
卿
を
の
そ
か
れ
た

り
。
此
公
任
卿
は
、
前
後
二
百
余
年
の
内
に
は
空
の
月
日
を
見
る
こ
と
く
、
諸
人
あ

ふ
き
し
哥
よ
み
也
。
「
い
か
に
し
て
も
ら
さ
せ
給
ら
ん
」
と
人
申
け
れ
は
、
「
貫
之
、
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古
今
序
に
毛
詩
の
古
書
を
引
て
分
明
に
六
義
を
立
た
り
。
そ
れ
を
悉
く
難
せ
り
。
然

と
も
其
難
あ
た
ら
す
。
さ
れ
は
傍
若
無
人
の
者
な
り
」
と
て
に
く
ま
せ
給
ひ
け
り
と

そ
申
伝
た
り
。 

三
に
比
の
哥
、
比
の
字
な
そ
ら
へ
哥
、
是
は
物
を
二
つ
出
し
て
た
く
ら
ふ
る
な
り
。

朝
の
霜
と
は
、
我
恋
し
き
毎
に
き
ゆ
る
こ
と
を
、
我
に
霜
を
た
く
ら
ふ
る
な
り
。 

四
に
興
、
た
と
へ
哥
と
い
ふ
は
、
物
を
ふ
た
つ
な
ら
へ
て
、
し
か
も
各
別
の
姿
を
あ

ら
は
す
也
。
哥
の
心
は
、
我
恋
と
あ
り
そ
海
の
浜
の
真
砂
を
出
せ
り
。
し
か
る
に
（
４

ウ
）
し
か
る
に
真
砂
は
よ
み
つ
く
す
と
も
恋
は
尽
せ
し
と
云
也
。
凡
風
比
興
の
三
つ

は
、
と
も
に
た
と
ふ
る
姿
あ
れ
と
も
、
風
は
心
と
問
を
た
と
へ
、
比
は
姿
と
す
が
た

を
た
と
へ
、
興
は
た
と
へ
て
し
か
も
分
別
す
る
。
是
三
の
か
は
り
め
也
。
有
礒
海
は

餘
家
に
は
北
海
を
申
。
家
に
は
越
中
国
あ
り
そ
海
と
て
有
。
あ
り
そ
の
浜
と
を
く
広

し
。
あ
り
そ
の
渡
り
は
、
葛
を
よ
め
り
。
海
近
に
は
此
所
な
ら
て
は
葛
を
よ
め
り
と

は
見
え
す
。
万
葉
に
、「
越
の
海
あ
り
そ
の
わ
た
り
は
ふ
葛
の
行
か
た
な
く
や
こ
ひ
わ

た
る
ら
ん
」
。 

又
五
に
雅
は
た
た
こ
と
哥
也
。
物
に
も
た
と
え
す
し
て
、
す
く
〳
〵
と
よ
め
る
。
子

細
な
し
。
又
と
め
哥
と
は
、
家
に
も
さ
し
て
何
と
は
明
ら
か
に
お
ほ
せ
る
事
は
な
け

れ
と
も
、
と
め
る
と
は
、
ゑ
を
か
き
て
も
と
め
、
或
は
人
の
行
道
を
と
む
る
と
い
ふ

も
、
た
ゝ
す
こ
ゝ
ろ
な
り
。 

六
に
頌
は
い
は
ひ
哥
也
。
此
殿
は
内
裏
也
。
「
む
へ
」
と
は
、
こ
と
は
り
也
と
云
事
、

文
字
は
宜
・
様
・
理
と
書
り
。
さ
か
へ
け
る
と
也
。「
さ
き
草
」
と
は
檜
也
。
そ
の
草

の
心
は
、
草
に
も
あ
ら
す
種
也
。
お
よ
そ
さ
き
草
と
は
、
檜
に
も
か
き
ら
す
。「
三
枝
」

と
書
て
よ
む
な
り
。
其
ゆ
へ
は
僻
案
云
、
大
唐
の
道
州
に
は
水
濁
り
て
、
是
を
呑
も

の
命
み
し
か
し
。（
５
オ
）
此
国
の
人
は
、
檜
を
尋
て
、
水
に
入
れ
は
、
則
す
む
。
こ

れ
を
の
む
も
の
除
病
長
命
也
。
こ
の
殿
に
檜
を
幸
木
と
云
。
此
「
幸
」
の
字
を
、
さ

い
わ
ゐ
と
も
、
さ
き
く
さ
と
も
、
さ
ち
と
も
よ
む
。
し
か
れ
は
、
さ
き
く
さ
と
云
、

即
幸
木
な
り
。
し
か
る
に
、
大
和
国
率
川
の
祭
を
は
三
枝
の
祭
と
い
ふ
。
此
神
を
は

三
枝
の
明
神
と
申
さ
れ
は
、
何
の
花
に
て
も
三
枝
折
て
手
向
る
と
申
也
。
檜
に
も
か

き
ら
す
。
三
葉
四
葉
と
い
ふ
事
、
僻
案
云
、
三
棟
四
棟
也
。
是
は
、
文
集
に
、
楊
貴

妃
か
寵
愛
に
よ
つ
て
、
兄
の
楊
国
忠
か
家
さ
か
え
て
、
三
棟
四
棟
と
云
、
定
て
破
風

有
へ
し
。
し
か
れ
は
、
三
破
風
と
云
。
此
破
風
は
、
凡
人
の
家
に
は
あ
ら
す
。
内
裏
・

院
宮
も
し
は
殿
下
の
御
所
等
な
り
。
又
さ
き
草
と
は
、
草
に
も
有
。
宮
内
裏

本
ノ
マ
ヽ

範
長
か

哥
に
云
、「
あ
は
つ
野
に
小
萩
か
は
な
の
色
そ
へ
て
時
し
り
か
ほ
に
咲
る
さ
き
く
さ
」
。 

小
注
云
、「
凡
六
種
に
わ
か
れ
ん
言
葉
は
有
し

ま

き
事
な
り
」
と
云
々
。
然
と
も
、
毛
詩
・

周
礼
・
文
選
皆
六
義
分
明
也
。
定
て
公
任
卿
ひ
け
ん
せ
ら
れ
け
る
か
、
い
か
ん
か
心

得
て
、
か
よ
う
に
か
ゝ
れ
け
る
に
や
。
そ
の
心
得
か
た
し
。
如
此
の
く
わ
う
り
う
の

詞
を
に
く
ま
せ
給
ひ
け
る
な
り
。
（
５
ウ
） 

【
序
23
】 

一
、「
妹
背
」
と
云
事 

「
妹
」
は
妻
也
。「
背
」
は
夫
也
。「
せ
な
」
と
も
、「
せ
こ
」

と
も
、
唯
「
せ
」
共
い
ふ
な
り
。 

【
序
24
】 

一
、「
色
好
の
家
に
」
は
、
好
色
の
人
は
相
互
に
、
男
女
の
旁
契
の
人
と
も
、
哥
を
よ

み
か
は
し
な
ん
と
す
れ
と
も
、
あ
ま
ね
く
人
の
し
る
な
し
。
あ
ま
り
に
数
つ
も
り
ぬ

る
ゆ
へ
也
。 

【
序
25
】 
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一
、「
ま
め
な
る
所
に
」
は
、
つ
し
ま
な
る

極

心

成

心

心
に
て
、
好
色
の
義
な
き
を
ま
め
人
と
い

ふ
。
漢
土
に
柳
下
恵
を
「
展
季

レ

ン

キ

」
と
申
と
か
や
。 

【
序
26
】 

一
、「
花
を
そ
ふ
と
て
」
は
、
餘
家
に
は
た
つ
ぬ
と
て
と
申
。
家
に
は
花
の
題
を
え
て

は
、
吉
野
・
泊
瀬
を
よ
む
へ
き
に
、
あ
ら
ぬ
名
所
を
取
出
て
よ
む
を
云
也
。
又
月
の

題
を
え
て
須
磨
・
明
石
・
更
科
・
姨
捨
の
外
、
あ
ら
ぬ
名
所
を
と
り
出
て
よ
め
る
を

申
也
。 

【
序
27
】 

一
、
高
砂
住
の
江
の
松
の
相
生
の
事 
此
当
所
の
松
の
相
生
に
も
あ
ら
す
。「
た
か
さ

こ
」
と
は
、
は
り
ま
の
名
所
な
れ
と
も
、
其
名
所
の
松
に
も
あ
ら
す
。
た
か
さ
こ
は
、

山
の
惣
名
也
。
い
つ
れ
の
山
、
何
の
松
に
て
も
あ
れ
、
た
ゝ
山
に
あ
ら
ん
す
る
松
の

事
也
。
又
、
住
の
江
も
、
住
吉
の
松
に
は
あ
ら
す
。
何
浦
、
い
つ
れ
の
山
の
松
に
て

も
、
山
の
ま
つ
も
、
浦
の
松
も
、
皆
我
君
の
御
代
に
相
生
し
て
繁
昌
し
、
千
年
の
齢

を
た
（
６
オ
）
も
ち
た
ま
へ
と
い
ふ
事
、
日
本
紀
に
、
磐
の
字
を
あ
ひ
お
ひ
と
よ
め

り
。
こ
の
心
也
。 

【
序
28
】 

一
、
日
本
紀
に
、
住
吉
大
明
神
は
海
中
よ
り
涌
出
し
給
ひ
し
也
。
始
は
日
向
国
淡
木

の
原
の
塩
路
よ
り
出
給
ひ
し
を
、
橘
の
小
戸
と
い
ふ
と
い
は
ゝ
れ
給
ひ
し
哥
。
神
皇

后
の
、
新
羅
へ
向
ハ

せ
た
ま
ひ
し
時
、
荒
御
前
に
て
御
船
に
ま
い
り
給
ふ
。
舟
中
に

て
皇
后
密
通
の
事
あ
り
て
、
帰
朝
の
時
都
へ
つ
け
て
の
ほ
り
給
て
、
住
吉
へ
う
つ
り

給
ふ
。
其
後
、
皇
后
又
住
吉
に
つ
き
奉
り
て
垂
跡
し
給
ふ
。
住
吉
は
、
底
筒
雄
表
筒

雄
三
神
有
。
し
か
れ
は
社
も
三
社
成
し
を
、
皇
后
く
は
ゝ
ら
せ
給
ひ
て
、
四
所
の
明

神
と
申
な
り
。
卜
部
兼
直
か
哥
に
、「
に
し
の
海
淡
木
か
は
ら
の
汐
路
よ
り
あ
ら
は
れ

出
し
住
吉
の
神
」 

【
序
29
】 

一
、「
を
み
な
へ
し
の
一
時
を
く
ね
る
」
と
云
事 

か
の
夫
は
、
お
と
こ
を
み
な
と
申

せ
は
、
男
山
と
い
ふ
名
を
聞
て
、
我
お
と
こ
の
、
お
と
こ
お
み
な
か
と
う
た
か
ふ
に
、

此
花
に
て
な
か
り
け
り
と
く
ね
る
と
云
と
也
。「
く
ね
る
」
と
は
、
ね
ち
け
た
る
と
い

ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
。 

【
序
30
】 

一
、「
松
山
の
波
か
け
」
と
い
ふ
事 

昔
陸
奥
に
住
け
る
夫
婦
の
、
松
山
の
麓
を
通
り

け
る
時
、
（
６
ウ
）
男
、
あ
ま
り
の
し
あ
ひ
に
、
「
汝
を
わ
す
れ
ん
事
は
、
此
松
山
に

な
み
の
越
ら
ん
時
ま
て
」
と
い
ひ
て
過
ぬ
。
其
後
い
く
ほ
と
な
く
て
此
女
を
忘
れ
に

け
り
。
女
、
契
り
し
事
を
思
ひ
出
し
て
、「
若
此
松
山
に
浪
や
こ
え
ん
つ
ら
む
」
と
夜

の
曙
に
行
て
み
れ
は
、
此
山
は
、
西
東
北
は
大
海
に
て
出
た
る
山
也
。
明
ほ
の
に
見

渡
せ
は
、
横
雲
の
下
に
冲
の
浪
た
ち
た
り
て
、
山
の
う
へ
よ
り
み
ゆ
。
更
に
こ
ゆ
る

に
似
た
り
。
女
、
こ
と
は
り
と
思
ひ
て
、
な
く
〳
〵
帰
り
け
り
、
と
申
。
是
よ
り
契

の
か
は
る
事
を
、
松
山
の
浪
に
よ
せ
た
り
。 

【
序
31
】 

一
、「
野
中
の
清
水
を
汲
」
と
云
事 

昔
播
磨
国
い
な
み
野
に
て
狩
を
し
け
る
者
、
野

中
の
清
水
を
汲
て
「
美
水
な
り
」
と
て
、
又
後
し
秋

本
ノ
マ
ヽ

の
こ
ろ
狩
に
う
ち
て
の
み
け
れ

は
、
ぬ
る
か
り
け
る
事
を
云
。
た
ゝ
し
、
此
哥
は
、
も
と
の
妻
に
か
へ
り
逢
て
有
け

る
を
、
今
の
妻
の
よ
み
け
る
哥
な
れ
は
、
も
と
の
妻
を
野
中
の
清
水
と
も
申
共
い
ふ

也
。 

マ
メ
ヒ
ト 
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【
序
32
】 

一
、
暁
の
し
き
の
羽
か
き
の
事 

歌
論
議
云
、
昔
男
女
を
け
さ
う
し
け
れ
は
、
女
の

云
、「
我
に
心
さ
し
の
ま
こ
と
あ
ら
は
、
百
夜
来
り
て
、
逢
す
し
て
帰
れ
。
後
に
逢
は

ん
」
と
い
ひ
け
れ
は
、「
し
か
な
り
」
と
て
、
夜
毎
に
来
り
て
、
榻
に
か
ゝ
り
に
伏
て
、

暁
の
数
を
書
て
（
７
オ
）
帰
る
事
、
九
十
九
夜
過
ぬ
。
女
、
心
さ
し
の
深
き
事
を
あ

は
れ
み
て
、
心
こ
と
に
ま
ふ
け
な
と
し
て
待
け
る
に
、
お
ほ
や
け
の
さ
し
合
に
よ
つ

て
、
来
さ
り
け
り
。
女
ま
ち
侘
て
、
榻
に
よ
り
か
ゝ
り
て
、
夜
の
明
け
る
時
に
、「
暁

の
し
ち
の
は
し
か
き
百
夜
か
き
君
か
こ
ぬ
夜
は
わ
れ
そ
か
す
か
く
」
と
て
、
我
数
を

書
そ
へ
て
け
り
。
此
哥
、
異
本
に
、「
鴫
の
は
ね
か
き
」
と
も
あ
り
と
、
古
今
の
榻
の

事
、
序
に
は
鴫
に
つ
く
ら
れ
た
り
。
し
か
れ
と
も
、
俊
成
卿
の
哥
に
、「
思
き
や
し
ち

の
は
し
か
き
書
つ
め
て
百
夜
も
お
な
し
丸
ね
せ
ん
と
は
」
と
有
は
、
榻
・
鴫
両
説
な

れ
は
用
ゆ
へ
し
。 

【
序
33
】 

一
、
富
士
煙
の
事 

二
条
・
冷
泉
、
竜
虎
の
あ
ら
そ
ひ
也
。
是
非
を
決
す
へ
か
ら
す
。

但
此
山
の
煙
、
む
か
し
は
炎
天
に
満
て
、
黒
雲
を
国
土
に
お
ほ
ひ
、
磐
石
や
け
く
つ

れ
、
山
の
四
方
に
充
満
す
る
事
数
十
里
也
。
依
て
四
方
の
国
々
の
、
東
作
西
収
煩
あ

り
て
、
人
民
う
れ
へ
け
る
に
、
清
和
天
皇
の
御
宇
、
貞
観
中
に
、
天
下
政
治
り
け
る
。

故
に
此
山
も
も
え
や
み
て
、
万
民
悦
を
な
し
け
り
と
申
。
然
而
、
其
後
も
、
む
か
し

の
煙
に
な
そ
ら
へ
て
、
煙
の
た
つ
と
哥
に
よ
ま
ん
に
何
事
か
あ
ら
ん
。
武
隈
の
（
７

ウ
）
松
は
た
え
て
久
し
け
れ
と
も
、
松
を
よ
み
、
長
柄
の
橋
は
た
え
て
跡
も
な
け
れ

共
、
橋
の
有
よ
し
を
よ
む
事
、
な
ら
ひ
な
り
。 

【
序
34
】 

一
、
長
柄
の
橋
も
つ
く
る
な
り
云
事 

此
橋
は
、
聖
武
天
皇
の
御
宇
に
、
行
基
菩
薩

是
を
渡
し
給
ふ
。
絶
て
久
し
く
成
た
り
け
る
を
、
淳
和
帝
の
ま
た
修
理
興
行
す
。
是

に
よ
つ
て
、
伊
勢
の
哥
に
、「
津
の
国
の
な
か
ら
の
橋
も
つ
く
る
な
り
今
は
我
身
を
何

に
た
と
へ
む
」
。
こ
の
哥
の
心
は
、
「
我
も
ふ
り
絶
ぬ
。
な
か
ら
の
橋
も
絶
て
こ
そ
お

な
し
た
く
ひ
に
て
あ
る
へ
き
に
、
橋
を
は
作
れ
と
も
、
わ
か
身
は
あ
ら
た
ま
る
事
な

け
れ
は
、
何
を
か
た
く
ひ
に
せ
ん
」
と
歎
く
也
。
然
る
間
、
此
哥
に
て
定
家
・
冷
泉

共
に
つ
く
る
義
也
。
「
尽
」
は
更
に
な
き
事
也
。
不
可
用
。 

【
序
35
】 

一
、
奈
良
の
帝
の
事 

是
又
二
条
家
に
は
文
武
、
冷
泉
家
に
は
聖
武
と
云
。
し
か
れ

と
も
、
文
武
天
皇
は
、
大
化
二
年
に
、
六
月
藤
原
の
宮
に
て
崩
御
。
同
十
一
月
、
母

后
元
明
天
皇
即
位
。
次
の
年
、
改
元
あ
り
て
和
銅
元
年
と
す
。
同
二
年
、
奈
良
の
都

を
立
ら
る
。
同
三
年
、
藤
原
の
宮
よ
り
奈
良
へ
遷
都
。
そ
の
時
、
元
明
天
皇
、
文
武

の
（
８
オ
）
御
陵
を
か
へ
り
み
て
、
御
名
残
を
お
し
み
、
長
屋
の
原
に
御
輿
を
と
ゝ

め
て
よ
み
給
ふ
哥
、「
と
ふ
鳥
の
あ
す
か
の
里
を
い
て
ゝ
い
な
は
君
か
あ
た
り
は
み
え

す
も
あ
ら
な
ん
」
。
「
君
か
あ
た
り
」
と
は
、
文
武
の
御
陵
也
。
こ
ゝ
に
し
ん
ぬ
、
奈

良
の
都
は
文
武
崩
御
の
後
、
四
年
有
て
都
う
つ
り
な
り
。
さ
れ
は
、
八
雲
御
抄
に
も
、

「
文
武
を
は
藤
原
の
宮
に
住
せ
給
ふ
」
と
也
。
元
明
・
元
正
・
聖
武
・
孝
謙
・
廃
帝
・

称
徳
・
光
仁
七
代
を
な
ら
の
み
か
と
ゝ
申
。
い
か
て
か
文
武
を
奈
良
帝
と
申
へ
き
や
。

就
中
、
当
家
曩
祖
俊
成
卿
の
作
、
古
来
風
体
云
、「
聖
武
天
皇
の
御
時
、
橘
諸
兄
の
大

臣
万
葉
集
を
撰
ら
る
」
と
い
へ
り
。
又
後
白
河
院
へ
参
ら
せ
ら
る
ゝ
愁
訴
の
状
に
云
、

「
奈
良
の
東
大
寺
の
大
頭
つ
く
ら
せ
給
ひ
て
候
、
聖
武
天
皇
の
御
時
、
万
葉
集
撰
て

候
。
又
延
喜
の
御
時
、
古
今
集
を
撰
て
候
」
と
い
へ
り
。
此
両
説
一
同
な
り
。
其
末
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流
と
し
て
、
何
そ
異
儀
を
か
ま
へ
ら
る
ゝ
や
。
旁
以
不
審
な
り
。 

【
序
36
】 

一
、
聖
武
天
皇
を
奈
良
の
帝
と
申
へ
き
事 

二
条
・
冷
泉
・
六
条
・
九
条
・
俊
頼
・

顕
昭
等
、
皆
万
葉
集
撰
ひ
給
ひ
た
る
帝
を
、
な
ら
の
帝
と
申
事
一
同
也
。
し
か
る
に
、

（
８
ウ
）
万
葉
集
を
え
ら
は
る
ゝ
事
、
大
年
代
紀
の
聖
武
天
皇
の
御
宇
、
天
平
元
年

正
月
十
四
日
、
諸
哥
を
そ
う
す
云
々
。
是
万
葉
集
の
濫
觴
也
。
同
二
年
、
諸
兄
、
家

持
に
お
ほ
せ
て
、
上
一
人
よ
り
下
万
民
に
至
ま
て
、
五
畿
七
道
に
催
さ
れ
て
、
貴
賤

を
き
ら
は
す
。
乞
食
泉
廊
等
の
哥
に
い
た
る
ま
て
、
え
ら
ひ
め
さ
れ
て
、
天
平
二
十

年
、
天
平
勝
宝
八
年
、
天
平
宝
字
二
年
に
至
ま
て
、
首
尾
二
十
年
に
万
葉
集
撰
し
終

な
り
。
聊
爾
の
撰
者
に
あ
ら
す
。 

【
序
37
】 

一
、
万
葉
集
撰
者
の
事 

諸
兄
・
家
持
両
人
た
る
条
、
是
又
一
同
也
。
爰
に
、
諸
兄

は
文
武
の
御
時
は
葛
城
の
王
と
て
、
若
年
未
稽
古
の
時
分
也
。
家
持
は
、
十
歳
以
前

の
幼
童
な
り
。
い
か
て
か
撰
者
た
る
べ
き
や
。
諸
兄
は
、
天
平
八
年
に
始
て
橘
の
姓

を
給
は
る
時
聖
武
天
皇
の
御
製
、「
橘
は
実
さ
へ
花
さ
へ
そ
の
葉
さ
へ
霜
は
を
け
と
も

益
し
常
磐
木
」
。
天
平
五
六
年
の

本

ノ

マ

ヽ

家

持

ノ

事

歟

比
は
、
内
舎
人
也
。
其
後
、
次
第
に
昇
進
し
て
、
天

平
勝
宝
の
比
は
、
越
中
守
、
宝
字
の
比
は
因
幡
守
な
り
。
此
両
人
、
聖
武
・
孝
謙
の

御
宇
の
人
也
。
全
文
武
の
御
宇
に
あ
ら
さ
る
な
り
。
（
９
オ
） 

【
序
38
】 

一
、
人
丸
の
時
代 

石
見
国
の
風
土
記
云
、
天
智
天
皇
十
年
八
月
三
日
、
戸
田
群
に

名
を
家
命

カ

ナ

の
氏
と
云
者
あ
り
。
か
の
氏
屋
の
後
苑
に
、
大
な
る
柿
木
あ
り
。
そ
の
所

に
、
年
の
よ
は
ひ
廿
有
余
の
化
人
あ
り
。
化
人
の
云
、「
我
は
家
も
な
し
。
来
る
所
も

な
し
。
父
母
も
な
く
、
か
く
和
哥
に
長
せ
り
」
。
家
命
、
国
司
秦
冬
通
に
是
を
申
。
又
、

同
天
武
三
年
十
一
月
、
姓
名
給
り
、
柿
下
人
丸
石
見
守
任
す
。
同
十
二
月
、
右
京
大

夫
任
正
四
位
上
行
。
次
年
三
月
九
日
、
木
工
之
丞
正
三
位
兼
播
磨
守
ニ

任
す
。
其
後
、

持
統
・
文
武
・
元
明
・
元
正
・
聖
武
・
孝
謙
迄
八
代
の
帝
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
と
云
。

身
を
合
た
り
と
は
、
君
臣
合
躰
の
義
な
り
。 

【
序
39
】 

 

◯

吉
野
の
山
の
桜
は
人
ま
ろ
か
心
に
は
雲
か
と
の
み
お
ほ
ゆ
る
と
云
事 

 

此
哥
は
、
古
今
・
万
葉
集
・
家
の
集
に
も
な
し
。
か
た
〳
〵
不
審
の
所
に
、
人
丸

集
二
本
あ
り
。
よ
の
つ
ね
の
ほ
か
、
ほ
の
〳
〵
の
哥
、
桜
の
花
の
哥
な
ん
入
た
る
と

そ
。
「
ち
る
は
雪
ち
ら
ぬ
は
雲
と
み
ゆ
る
哉
よ
し
の
ゝ
山
の
花
の
よ
そ
め
は
」
。 

【
序
40
】 

一
、
山
辺
の
赤
人
の
事 

元
明
天
皇
の
御
宇
、
従
三
位
、
山
辺
の
明
人
と
て
、
万
葉

集
に
入
ら
れ
た
り
。
其
後
、
聖
武
孝
謙
の
御
代
に
、
す
へ
て
此
人
見
え
す
。
官
途
（
９

ウ
）
加
階
の
す
ゝ
み
け
る
事
も
な
し
。
唯
三
代
の
人
な
り
。 

【
序
41
】 

一
、
人
丸
の
極
位
、
正
三
位
也
。
随
て
序
に
も
お
ほ
き
三
の
く
ら
ゐ
と
云
り
。
し
か

れ
と
も
、
影
像
は
大
臣
の
形
也
。
家
々
に
持
あ
つ
か
ふ
事
也
。
爰
に
大
に
秘
せ
ら
る
ゝ

事
あ
り
。
昔
は
四
十
八
階
有
り
。
十
二
階
は
親
王
の
位
、
三
十
六
階
は
大
臣
以
下
の

位
也
。
爰
に
正
大
三
位
と
い
ふ
は
、
今
の
代
の
正
二
位
に
あ
た
れ
り
。
然
間
、
大
臣

に
は
内
大
臣
の
位
な
り
。
三
公
勿
論
也
。
是
に
よ
つ
て
大
臣
の
位
な
り
。 

【
序
42
】 

一
、
ほ
の
〳
〵
と
の
哥
の
哥 

あ
る
家
に
は
、
此
哥
哀
傷
の
哥
也
。
持
統
天
皇
崩
御



 119 

の
時
に
よ
め
る
と
申
。
霧
と
は
歎
の
気
を
申
事
有
。
船
を
は
君
に
た
と
へ
た
る
か
。

嶋
か
く
れ
、
帝
崩
御
の
御
事
也
。
此
義
は
、
誠
に
さ
も
と
覚
え
た
り
。
或
は
云
、
涅

槃
経
の
諸
行
無
常
の
四
句
の
偈
を
よ
め
る
と
云
。
し
か
れ
と
も
、
家
の
義
に
云
、
諸

人
の
義
多
し
と
い
へ
と
も
、
撰
者
の
棟
梁
・
貫
之
、
旅
の
哥
に
入
た
り
。
あ
ふ
ひ
て

信
を
と
る
へ
し
。 

【
序
43
】 

◯

片
小

赤
人
哥

浪
を
、
餘
家
に
は
浪
に
妻
浪
・
男
浪
・
片
な
み
・
も
ろ
な
み
と
て
あ
れ
は
、

塩
の
み
ち
く
る
先
に
、
片
波
か
打
ゆ
へ
に
、
靏
立
て
鳴
と
云
へ
り
。
（
10
オ
）
家
に

は
此
義
に
て
何
の
面
白
き
哥
な
ら
ん
や
。
渺
々
た
る
干
潟
に
、
靏
の
む
ら
か
り
居
て

遊
ふ
所
、
塩
の
俄
に
み
ち
来
た
り
。
ひ
か
た
も
な
く
な
れ
は
、
お
る
所
な
く
て
よ
そ

へ
飛
渡
る
と
い
ふ
事
な
り
。 

【
序
44
】 

一
、
是
よ
り
さ
き
の
哥 

不
審
不
決
と
云
り
。
諸
本
品
々
の
如
し
。
こ
れ
は
先
年
古

今
伝
受
の
時
、
為
秀
卿
に
申
て
云
、「
此
注
い
と
や
す
き
事
に
て
候
に
、
か
く
の
こ
と

く
諸
本
心
得
候
は
す
。
時
に
さ
ら
は
是
よ
り
さ
き
の
何
れ
の
哥
を
あ
つ
め
て
、
万
葉

集
を
撰
し
け
る
そ
や
」
と
仰
ら
る
ゝ
。
則
こ
れ
を
書
進
す
。
六
ヶ
集
を
以
て
、
万
葉

集
を
撰
す
。
い
は
ゆ
る
古
今
集

本

ノ

マ

ヽ

・
人
丸
集
・
虫
丸
集
・
福
丸
集
・
金
村
集
・
憶
良
か

類
聚
哥
林
、
以
上
六
ヶ
の
集
を
も
つ
て
、
万
葉
の
本
書
也
と
申
。
家
の
書
籍
に
入
へ

し
と
仰
ら
れ
し
と
そ
云
々
。 

【
序
45
】 

一
、
ひ
と
り
ふ
た
り
と
云
事 

下
に
あ
く
る
所
の
哥
人
六
人
也
。
し
か
れ
は
、
か
な

に
「
五
六
人
」
と
候
は
ん
は
花
麗
な
ら
さ
る
ゆ
へ
に
、
「
ひ
と
り
ふ
た
り
」
と
書
る
。

内
典
に
「
若
有
若
滅
皆
存
大
数
」
と
云
心
な
り
。
（
10
ウ
） 

【
序
46
】 

一
、
年
は
百
と
せ
と
云
事 

聖
武
天
皇
、
万
葉
の
時
代
よ
り
此
か
た
延
喜
五
年
迄
は
、

百
七
拾
餘
年
也
。 

 

【
序
47
】 

◯

代
は
十
つ
き
の
事 

聖
一

代

武 

孝
二

代

謙 

廃
三

代

帝
以
上
三
代
は
万
葉
集 

当
代
の
故
是
を
と
る
。 

 

称
徳

孝
謙
重
祚 

故
の
そ
く
。 

光
四

代

仁 

桓
五

代

武 

平
城 

淳
和

二
帝
は
継
体
の
君
な

ら
さ
る
ゆ
へ
の
そ
く 

嵯
六

代

峨 

 

仁
七

代

明
嵯
峨
第

二
御
子 

光
八

代

孝 
 

文
徳 

清
和 

陽
成 

 

宇
九

代

多 

醍
十

代

醐 

光
孝
第
三
の
御
子
、
も
ろ
〳
〵
の
王
臣
人
民
、
其
重
代
を
か
そ
ふ

る
に
、
父
祖
よ
り
玄
孫
に
至
ま
て
、
譜
系
に
ま
か
せ
て
か
そ
ふ
る
も
の
な
り
。 

【
序
48
】 

一
、
平
城
を
奈
良
の
帝
と
申
家
あ
り
。
清
輔
・
顕
昭
等
也
。
此
義
然
る
へ
か
ら
す
。

万
葉
集
、
此
御
代
に
撰
は
れ
す
。
此
帝
は
、
大
同
元
年
御
即
位
。
同
四
年
、
謀
叛
を

お
こ
し
、
合
戦
に
ま
け
さ
せ
給
ひ
て
、
御
出
家
あ
り
て
、
奈
良
に
お
し
こ
め
ら
れ
給

ひ
し
か
は
、
奈
良
の
帝
、
饗
応
に
申
事
有
し
か
と
も
、
御
在
位
中
二
年
、
い
か
て
万

葉
を
撰
ら
る
へ
き
。
又
、
人
丸
・
赤
人
上
古
也
。
諸
兄
・
家
持
、
此
期
に
い
た
ら
す
。

か
た
〳
〵
無
拠
早
劣
の
義
也
。
古
今
真
名
序
に
、
む
か
し
平
城
の
天
子
、
詔
侍
臣
万

葉
集
撰
せ
し
む
。
自
爾
（
11
オ
）
以
来
時
十
代
を
経
ぬ
。
数
百
年
に
あ
ま
れ
り
と
云
々
。

此
文
を
み
て
、
平
城
と
心
得
た
り
。
是
は
、
平
城
を
奈
良
と
万
葉
に
よ
め
る
こ
と
を

し
ら
す
し
て
、
心
得
た
る
な
り
。
大
同
四
年
よ
り
延
喜
五
年
迄
は
九
十
七
年
也
。
百

年
あ
ま
り
と
い
ふ
へ
か
ら
す
。
平
城
の
御
時
は
、
万
葉
の
撰
者
誰
人
そ
や
。
跡
か
た

も
な
き
事
也
。 
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【
序
49
】 

一
、
当
集
に
延
喜
の
御
哥
、
一
首
も
い
ら
す
と
申
也
。 

【
序
50
】 

一
、
蓮
の
葉
の
哥
の
事 

心
も
て
と
は
、
心
を
も
つ
て
也
。
あ
さ
む
く
と
は
、
俗
語

に
人
を
嘲
弄
す
る
を
申
せ
と
も
、
是
は
す
か
す
詞
也
。
其
故
は
、
忠
岑
か
長
歌
に
、

「
誰
と
は
秋
の
暮
か
た
に
あ
さ
む
き
出
て
」
と
い
ふ
も
、
す
か
し
出
さ
れ
た
り
と
云
、

又
日
本
記
云
、
日
本
武
尊
、
河
上
武
婁

タ

ケ

ル

を
う
た
ん
と
て
、
女
の
す
か
た
に
な
り
て
、

武
婁
を
す
か
し
ち
か
え
出
、
酒
を
あ
く
ま
て
の
ま
せ
酔
ふ
し
た
る
時
、
ふ
と
こ
ろ
よ

り
つ
る
き
を
ぬ
き
出
し
て
、
武
婁
を
さ
し
給
ふ
。
我
君
に
あ
さ
む
か
れ
け
り
と
い
へ

り
。
武
婁
を
「
梟
帥
」
と
も
い
ふ
。 

【
序
51
】 

一
、
「
霞
の
谷
」
と
は
名
所
に
あ
ら
す
。
禁
忌
の
詞
也
。
（
11
ウ
） 

【
序
52
】 

一
、
宇
治
山
の
僧
喜
撰
は
、
歌
の
骨
を
え
た
る
者
也
。
和
哥
の
式
を
作
り
て
、
延
喜

帝
に
奉
る
ほ
と
の
者
な
れ
と
も
、
よ
め
る
哥
聞
え
す
。
又
喜
泉
法
師
と
て
有
。
其
哥

に
、「
木
の
間
よ
り
見
ゆ
る
は
沢
の
ほ
た
る
か
も
あ
さ
り
に
あ
ま
の
う
み
へ
行
か
も
」
、

此
両
人
同
異
分
か
た
し
。
然
と
も
、
玉
葉
集
に
、
喜
撰
と
て
此
木
間
の
哥
を
入
ら
れ

け
り
。
是
を
以
お
も
ふ
に
同
人
か
。 

【
序
53
】 

一
、
衣
通
姫
は
、
允
恭
天
皇
の
后
也
。
今
は
玉
津
し
ま
の
明
神
と
あ
ら
は
れ
給
ふ
。

住
吉
四
所
の
内
、
一
社
は
玉
津
し
ま
の
明
神
と
申
説
あ
り
。
古
事
記
の
こ
と
き
は
、

神
后
皇
后
を
こ
そ
申
せ
。
是
又
一
説
な
り
。 

【
序
54
】 

一
、
「
す
へ
ら
き
」
と
は
、
天
地
人
の
三
才
を
以
て
、
「
王
」
の
字
を
つ
く
る
。
其
故

は
、
「
王
」
と
い
ふ
字
の
中
を
引
た
る
て
ん
を
、
「
き
の
て
ん
」
と
申
。
天
地
人
の
三

を
す
へ
ら
き
な
れ
は
、
「
す
へ
ら
き
」
と
申
也
。 

【
序
55
】 

一
、「
八
嶋
」
と
は
、
日
本
国
也
。
淡
路
島
・
四
国
・
筑
紫
・
壱
岐
・
対
馬
・
中
津
国
・

佐
渡
、
以
上
八
嶋
也
。 

【
序
56
】 

一
、
「
相
坂
山
に
至
り
て
手
向
を
い
の
り
」
と
い
ふ
事 

此
山
は
、
手
向
山
と
い
ふ
、

一
名
。
是
に
よ
り
て
、
仲
正
哥
、「
鳥
居
立
あ
ふ
坂
山
の
さ
か
ひ
な
る
手
向
の
神
に
我

な
い
さ
め
そ
」
（
12
オ
） 

【
序
57
】 

一
、
飛
鳥
川
の
瀬
に
な
る
恨
も
聞
え
す
。
伊
勢
か
老
後
に
、
住
わ
ひ
て
家
を
売
て
、

「
あ
す
か
川
渕
に
は
あ
ら
ぬ
我
宿
も
瀬
に
か
は
り
行
も
の
に
そ
有
け
る
」
。
「
せ
に
か

は
る
」
と
は
「
銭
か
は
る
」
と
よ
め
る
な
り
。 

【
序
58
】 

一
、「
そ
れ
ま
く
ら
」
と
云
事 

わ
れ
ら
と
い
ふ
事
也
。
臣
等
と
い
ふ
事
也
。
真
名
序

に
「
巨
等

マ

ロ

ラ

謹
ツ
ヽ
シ
ン
テ

而
序
す
」
と
云
故
也
。 

【
序
59
】 

一
、
貫
之
は
、
先
祖
誰
と
も
見
え
す
。
四
つ
五
つ
の
童
に
て
、
内
裡
の
内
教
坊
の
女

房
達
の
中
へ
来
り
た
る
を
、
人
愛
し
て
こ
ゝ
に
て
そ
た
ち
け
り
。
童
名
阿
古
久
曽
と

い
ひ
け
る
ほ
と
に
、
よ
そ
の
人
は
内
教
坊
の
阿
古
久
曽
と
云
け
り
。 
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【
序
60
】 

一
、
忠
岑
は
、
和
泉
大
将
定
国
の
随
身
也
。
し
か
る
に
撰
者
の
数
に
め
し
入
ら
る
ゝ
。

子
孫
相
続
な
し
。
（
12
ウ
） 

 

古
今
和
哥
集
第
一
春
上 

一
、
古
今
の
名
の
は
し
め
は
、
続
万
葉
な
り
。
後
に
古
今
と
号
す
。「
古
」
と
い
へ
は
、

古
今
以
上
の
哥
、
「
今
」
と
云
は
、
当
代
の
事
な
り
。 

【
一
】 

一
、
年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
ー
在
原
元
方 
此
秘
本
を
、
君
の
叡
覧
に
か
け
し
年

は
、
節
分
極
月
に
有
し
故
に
、
か
く
よ
め
り
。
撰
せ
ら
れ
し
も
同
年
也
。 

【
二
】 

一
、
袖
ひ
ち
て
む
す
ひ
し
水
の
ー
つ
ら
ゆ
き 

袖
ひ
ち
て
と
は
、
袖
ぬ
れ
て
也
。
夏

は
む
す
ひ
し
水
の
、
冬
は
氷
れ
る
を
、
春
は
と
く
る
と
云
也
。
然
は
、
三
季
を
よ
み

合
た
り
。
秋
は
を
の
つ
か
ら
そ
の
内
に
こ
も
れ
り
。
よ
つ
て
四
季
を
よ
め
り
。 

【
三
】 

一
、
題
し
ら
す 

題
を
え
て
読
に
あ
ら
す
。
思
み
る
所
を
よ
め
る
也
。
「
読
人
不
知
」

と
は
あ
ま
た
の
心
有
。
或
は
貴
人
、
或
は
は
ゝ
か
り
有
し
事
を
よ
み
、
恋
な
ん
と
に

は
つ
ゝ
む
事
を
よ
み
、
又
思
ひ
か
け
ぬ
か
た
へ
も
つ
か
は
す
故
に
、
こ
れ
を
か
く
す

也
。
又
下
劣
の
よ
み
ぬ
し
な
れ
共
、
哥
に
よ
り
て
入
ら
る
ゝ
有
り
。 

【
七
】 

一
、
心
さ
し
ふ
か
く
そ
め
て
し
ー
或
人
云
、
さ
き
の
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
の

哥
な
り
。（
13
オ
）
家
に
は
、「
心
さ
し
ふ
か
く
染
て
し
居
け
れ
は
、
花
に
て
は
あ
ら

て
、
雪
に
て
あ
り
け
る
物
を
」
と
な
り
。「
ま
う
ち
き
み
」
は
太
政
大
臣
忠
仁
公
の
事

也
。
た
ゝ
の
大
臣
を
は
「
お
ほ
い
ま
う
ち
君
」
と
申
也
。 

【
一
七
】 

一
、
春
日
野
は
け
ふ
は
な
や
き
そ
ー
よ
み
人
し
ら
す 

業
平
、
二
条
后
を
ぬ
す
み
て
、

奈
良
の
京
ま
て
に
け
に
け
る
に
、
后
の
兄
国
経
大
納
言
お
つ
か
け
て
、
春
日
野
ま
て

行
た
り
け
る
に
、
草
木
の
ふ
か
き
所
に
か
く
れ
て
、
見
え
さ
り
け
れ
は
、
野
に
火
を

や
き
出
さ
ん
と
し
け
る
時
、
后
の
よ
み
給
ふ
哥
也
。
然
は
、「
つ
ま
」
と
は
女
を
社
申

せ
、
是
は
夫
を
「
つ
ま
」
と
よ
み
給
へ
り
。
い
つ
れ
も
く
る
し
か
ら
す
。 

【
一
八
】 

一
、
春
日
野
の
と
ふ
火
の
野
守
ー
よ
み
人
し
ら
す 

ほ
う
火
を
た
つ
る
事
、
周
幽
王

の
后
褒
似
か
故
事
有
り
。
略
。
我
朝
に
も
、
昔
は
伊
駒
山
に
立
、
後
に
は
春
日
山
に

立
。
又
「
野
守
の
鏡
」
と
い
ふ
事
、
む
か
し
帝
王
野
に
て
狩
し
給
ひ
け
る
に
、
鷹
を

そ
ら
し
て
、
野
守
に
「
何
方
へ
行
つ
る
」
と
と
ひ
け
れ
は
、
森
一
村
を
さ
し
て
、「
そ

な
た
を
尋
給
へ
」
と
い
ふ
。
森
の
か
け
を
行
て
、
木
末
を
み
る
に
、
な
し
。
た
ま
り

水
あ
り
け
る
に
、
鷹
の
影
う
つ
り
た
り
。
そ
れ
を
し
る
へ
に
て
、
鷹
を
さ
し
て
取
た

り
け
る
也
。
そ
れ
よ
り
其
水
を
【
13
ウ
】
野
守
の
か
ゝ
み
と
い
ふ
。
鷹
を
う
つ
す
故

也
。
古
哥
に
、「
は
し
鷹
の
野
守
の
か
ゝ
み
え
て
し
哉
思
ひ
お
も
は
す
よ
そ
な
か
ら
み

む
」
。
箸
鷹
と
い
ふ
は
、
夏
鷹
を
鳥
屋
に
こ
め
て
、
秋
つ
か
は
ん
と
て
夜
居
を
す
る
に
、

た
ゝ
の
火
を
た
か
す
。
人
の
喰
た
る
古
箸
を
取
あ
つ
め
て
見
す
れ
は
、
ほ
と
な
く
な

つ
く
と
申
也
。
よ
つ
て
、「
は
し
鷹
」
と
い
ふ
。
た
ゝ
し
、
鷹
の
惣
名
と
も
申
。
其
故

は
、
「
は
し
鷹
」
と
い
ふ
一
字
有
。
「
鷂
」
と
書
也
。 
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【
二
八
】 

一
、
百
千
と
り
さ
へ
つ
る
春
は
ー
よ
み
人
し
ら
す 

僻
案
云
、
万
葉
に
も
、「
百
千
鳥
」

と
い
ひ
て
、
あ
ま
た
の
鳥
と
も
い
へ
と
も
、
鶯
を
本
と
す
。 

【
二
九
】 

一
、
を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
た
つ
き
」
と
は
便
也
。「
呼
子
鳥
」

は
ほ
う
〳
〵
鳥
と
い
ふ
物
也
。
貌カ

ホ

鳥
・
貌カ

ホ

容ヨ

鳥
と
も
、
筥ハ

コ

鳥
と
も
云
も
の
也
。 

【
三
〇
】 

一
、
春
来
れ
は
雁
か
へ
る
な
り
ー
凡
河
内
躬
恒 

「
道
行
ふ
り
」
と
は
、
人
に
つ
て

を
し
て
返
る
事
な
り
。 

【
三
六
】 

一
、
鶯
の
笠
に
ぬ
ふ
て
ふ
ー
東
三
条
左
大
臣 

餘
家
に
は
「
老
か
く
る
宿
」
と
云
へ

り
。
家
に
は
「
老
か
く
る
や
と
」
。
（
14
オ
） 

【
四
五
】 

一
、
く
る
と
あ
く
と
め
か
れ
ぬ
ー
貫
之 

「
く
る
と
あ
く
と
」
は
、
暮
と
明
と
也
。

「
人
ま
」
は
、
人
の
見
ぬ
隙
と
い
ふ
義
也
。 

【
五
〇
】 

一
、
山
た
か
み
人
も
ー
読
人
し
ら
す 

「
人
も
す
さ
め
ぬ
」
は
、
人
も
愛
せ
ぬ
と
い

ふ
也
。 

 

【
五
三
】 

一
、
な
き
さ
の
院
は
、
片
野
也
。
河
内
也
。
惟
高
の
み
こ
、
業
平
な
ん
と
御
供
に
て
、

此
院
に
、
二
三
日
御
逗
留
有
て
、
日
こ
と
に
狩
し
て
哥
よ
み
な
む
と
し
て
、
遊
ひ
給

ひ
し
所
也
。
「
世
の
中
に
絶
て
桜
の
」
前
書
也
。 

【
五
九
】 

一
、
さ
く
ら
花
さ
き
に
咲
け
ら
し 

◯

此
貫
之

和
哥
集
の
内
、「
哥
た
て
ま
つ
れ
」
と
有
は
、

人
の
手
本
に
と
有
事
也
。「
山
の
か
ひ
」
、
峯
の
二
つ
な
ら
ひ
た
る
間
、
山
あ
ひ
と
云
、

同
し
事
也
。 

  

第
二
春
下 

【
六
九
（
七
一
）
】 

一
、
春
霞
た
な
引
山
の
ー 

花
の
う
つ
ろ
ふ
、
◯

こ
ち
る

と
を
い
ふ
也
。
「
め
て
た
き
」
と

は
、
面
白
と
云
事
也
。 

【
七
三
】 

一
、
う
つ
蝉
の
世
に
も
似
た
る
か
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
空
せ
み
」
と
は
、
た
ゝ
蝉

の
惣
名
也
。
む
な
し
く
成
た
る
か
ら
を
云
。「
空
せ
み
の
鳴
音
」
と
よ
め
る
は
、
い
き

た
る
也
。 

【
八
〇
】 

一
、
た
れ
こ
め
て
春
の
行
衛
も
ー
藤
原
因
香
朝
臣 

「
た
れ
こ
め
て
」
は
、
縵
々
帳

簾
な
ん
と
皆
お
ろ
す
を
云
也
。「
典
侍
藤
原
よ
る
か
朝
臣
」
と
は
、
女
房
也
。
四
品
し

た
る
を
朝
臣
と
す
る
也
。
（
14
ウ
） 

【
八
一
】 

一
、「
東
宮
の
雅
院
」
と
は
、
東
宮
坊
也
。「
雅
」
と
は
、
わ
か
し
と
云
詞
也
。「
御
河

水
」
と
は
、
御
溝
水
と
て
、
梅
壺
の
事
を
申
。
内
裏
に
な
か
れ
た
る
水
也
。
ち
り
・

あ
く
た
を
流
す
故
に
、
「
あ
く
た
川
」
と
も
云
也
。
す
か
の
ゝ
高
世
哥
前
書
也
。 

【
八
二
】 
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一
、
こ
と
な
ら
は
さ
か
す
や
あ
ら
ぬ
ー
つ
ら
ゆ
き 

「
こ
と
な
ら
は
」
は
、
か
く
の

こ
と
く
な
ら
は
也
。
当
集
に
多
し
。 

 

【
九
四
】 

一
、
み
わ
山
を
し
か
も
か
く
す
か
ー
「
し
か
も
か
く
す
か
」
、「
而
も
」
に
て
は
な
し
。

し
か
か
く
す
る
也
。
「
し
か
」
は
か
く
と
云
也
。 

【
九
五
】 

一
、
い
さ
け
ふ
は
春
の
山
辺
に 
素
性
は
ふ
し 

「
暮
な
は
な
け
の
」
は
、「
暮
た
り

と
も
、
な
く
な
る
へ
き
花
の
陰
に
て
も
あ
ら
は
こ
そ
」
と
い
ふ
也
。 

【
一
〇
一
】 

一
、
さ
く
は
な
は
千
種
な
か
ら
に
ー
藤
原
興
風 
「
花
の
ち
く
さ
」
と
は
、
花
の
色

の
あ
ま
た
有
心
。
草
に
非
す
。 

【
一
〇
七
】 

一
、
散
花
の
な
く
に
し
ー
典
侍
袷
子
朝
臣 

是
朝
臣
も
女
房
也
。
内
侍
に
は
品
も
有
。

尚
侍
・
典
侍
・
掌
侍
、
中
少
将
諸
大
夫
な
ん
と
の
娘
也
。
内
侍
督
は
、
大
臣
の
娘
也
。

内
侍
佐
、
大
中
納
言
女
の
官
。 

【
一
一
四
】 

一
、
そ
せ
い
か
哥
、
「
お
し
と
思
ふ
心
は
糸
に
」
の
前
書
、
「
仁
和
の
中
将
の
み
や
す

所
」
云
事
、
院
の
（
15
オ
）
法
皇
の
み
や
す
所
を
こ
そ
申
せ
。
若
は
親
王
の
女
房
を

申
。
是
は
中
将
の
女
房
を
み
や
す
所
と
云
。
心
得
か
た
し
。
然
共
、
こ
れ
は
光
孝
天

皇
の
御
子
、
三
品
左
中
将
是
貞
親
王
の
女
房
な
り
。
し
か
れ
は
、
御
息
所
と
申
な
り
。 

【
一
二
一
】 

一
、
今
も
か
も
咲
に
ほ
ふ
ら
ん
ー
よ
み
人
し
ら
す 

猿
丸
大
夫
哥
也
。 

【
一
二
二
・
一
二
五
】 

◯

一
、
は
る
雨
に
匂
へ
る
ー 

◯

一
、
か
は
つ
な
く
井
手
の
山
ふ
き
ち
り
に
け
り
ー
読
人
し
ら
す 

橘
の
花
よ
き 

此
哥
二
首
共
ニ

、
諸
兄
の
孫
な
り
と
云
。 

【
一
〇
九
】 

一
、
木
つ
た
へ
は
お
の
か
羽
風
ー
そ
せ
い
法
師 

「
こ
ゝ
ら
」
は
「
巨
多
億
」
。
是
を

よ
む
也
。 

【
一
二
六
】 

一
、
お
も
ふ
と
ち
は
る
の
山
辺
に
ー
そ
せ
い 

「
お
も
ふ
と
ち
」
は
、
お
も
ふ
と
し

也
。
友
達
也
。
「
諸
僚
」
・
「
万
」
の
二
に
か
く
。 

【
一
二
七
】 

一
、
梓
弓
は
る
た
ち
し
よ
り
ー
み
つ
ね 

「
梓
弓
い
る
か
こ
と
く
」
は
、
矢
弦
を
は

な
る
と
云
は
、
時
節
を
し
う
つ
る
を
云
也
。 

  

第
三
夏
哥 

【
一
三
六
】 

一
、
哀
て
ふ
こ
と
を
あ
ま
た
に
ー
紀
と
し
さ
た 

春
は
諸
木
皆
花
な
れ
は
、
咲
た
り

と
て
も
、
人
に
愛
せ
ら
れ
か
た
し
。
ひ
と
り
夏
迄
残
て
咲
た
ら
は
、
賞
翫
せ
ら
る
へ

き
た
め
と
也
。
（
15
ウ
） 

【
一
三
七
】 

一
、
五
月
ま
つ
花
た
ち
は
な
の
ー
よ
み
人
し
ら
す 

昔
宣
化
天
皇
の
御
時
、
田
道
間

守
と
こ
世
の
国
へ
つ
か
は
し
て
橘
を
も
と
め
し
む
。
天
皇
九
十
年
に
帰
朝
す
。
時
に
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御
門
崩
御
し
給
へ
り
。
か
の
陵
に
い
た
り
て
渧
哭
し
て
云
、「
常
世
の
国
は
、
神
仙
の

堺
也
。
人
間
至
り
か
た
し
。
往
復
十
年
也
。
今
い
き
て
何
か
せ
ん
」
と
て
、
袖
に
つ

み
た
る
橘
を
捨
て
、
た
ち
ま
ち
死
お
は
ん
ぬ
。
後
に
、
か
の
廟
に
右
兵
衛
佐
の
宣
命

を
お
く
ら
る
ゝ
と
そ
。 

【
一
四
七
】 

一
、
ほ
と
ゝ
き
す
な
か
な
く
さ
と
の
ー
「
な
か
な
く
里
」
と
は
、
世
の
人
は
、
な
か

な
き
を
す
る
と
心
得
た
り
。
是
は
汝
か
鳴
也
。
汝
を
は
、
「
な
か
」
共
、
「
な
れ
」
と

も
、
「
な
」
と
も
よ
め
り
。
み
な
己
と
云
心
也
。 

【
一
四
八
】 

一
、
思
ひ
い
つ
る
と
き
は
の
山
の
ー
よ
み
人
し
ら
す 

平
貞
文
、
小
野
宮
に
さ
ひ
あ

ひ
の
妻
を
と
ら
れ
奉
り
て
、
あ
ま
り
の
恋
し
さ
に
、
御
所
に
ま
い
り
て
、
あ
く
か
れ

あ
る
き
け
れ
は
、
我
子
の
四
五
は
か
り
な
る
か
母
に
つ
き
て
御
所
に
有
け
る
か
、
父

を
見
て
は
し
り
出
た
り
。
呼
寄
て
、
我
か
指
の
さ
き
を
く
ひ
き
り
、
な
か
る
ゝ
血
に

て
、
か
れ
か
そ
て
に
書
付
て
、
「
母
に
見
せ
奉
れ
」
と
申
け
る
哥
也
。 

【
一
五
〇
】 

一
、
足
引
の
山
ほ
と
ゝ
き
す
お
り
は
へ
て
ー 

足
引
の
山
と
は
、
神
の
代
に
は
、
里

野
な
ん
と
（
１
６
オ
）
な
き
故
に
、
人
は
山
に
生
た
る
芦
を
引
す
て
ゝ
、
を
か
に
の

み
住
け
る
ゆ
へ
、
あ
し
引
の
山
と
云
也
。
又
、
す
さ
の
お
の
尊
、
山
に
入
て
、
足
を

ふ
み
そ
ん
し
て
、
あ
し
き
日
来
り
た
る
山
、
と
つ
ゝ
け
給
を
申
也
。
又
、
智
度
論
云
、

一
角
仙
人
こ
そ
、
天
仙
に
て
、
空
を
飛
あ
り
き
け
る
か
、
ひ
た
い
に
角
あ
り
。
山
沢

に
女
の
布
あ
ら
ふ
は
き
の
白
〳
〵
と
出
し
け
る
を
み
て
、
欲
を
お
こ
し
て
、
足
を
一

つ
打
お
り
て
、
腰
を
引
あ
り
き
け
る
を
申
と
も
い
へ
り
。 

【
一
五
二
】 

一
、
や
よ
や
ま
て
山
ほ
と
ゝ
き
す
ー
三
国
の
町 

「
や
よ
や
ま
て
」
は
、
や
ゝ
し
は

し
ま
て
と
云
事
也
。
三
国
の
町
と
は
、
惟
高
の
御
母
な
り
。
世
に
す
み
侘
て
よ
め
る

哥
也
。 

【
一
五
六
】 

一
、
夏
の
夜
の
ふ
す
か
と
ー
紀
貫
之 

「
し
の
ゝ
め
」
は
、
横
雲
よ
り
空
を
み
れ
は
、

す
た
れ
よ
り
空
を
み
る
に
似
た
り
。
さ
て
「
し
の
ゝ
め
」
と
云
。
山
か
つ
の
垣
ね
に

咲
る
朝
か
ほ
は
、
し
の
ゝ
め
な
ら
て
逢
よ
し
も
な
し
。 

【
一
六
三
】 

一
、
「
は
や
く
住
け
る
」
と
は
、
も
と
よ
り
住
し
と
也
。
「
は
や
く
も
の
い
ひ
し
人
な

と
」
ゝ
は
、
も
と
あ
ひ
た
る
も
の
ゝ
事
也
。
哥

「
む
か
し
へ
や
」
と
は
よ
ろ
つ
の
へ

た
て
也
。
「
部
や
」
と
云
、
へ
た
て
の
（
16
ウ
）
有
を
云
也
。
勅
撰
に
、
春
の
部
、

夏
の
部
と
い
ふ
も
、
へ
た
て
な
り
。 

【
一
六
八
】 

一
、
夏
と
秋
と
行
か
ふ
空
の
ー
み
つ
ね 

「
か
た
へ
す
ゝ
し
き
」
、
餘
家
に
は
、「
諸
」

と
書
て
「
か
た
へ
」
と
よ
む
。
同
し
こ
と
く
と
云
心
也
。
夏
も
秋
も
涼
し
き
と
云
心

也
。
世
間
に
か
た
へ
と
し
と
云
は
、
諸
お
や
な
り
。
家
に
は
、
た
ゝ
、
か
た
〳
〵
涼

し
き
と
也
。 

  

第
四
秋
上 

【
一
七
〇
】 

一
、
「
河
逍
遙
」
は
、
河
の
は
た
に
平
張
し
て
あ
そ
ふ
を
云
也
。
貫
之
か
哥
、
「
河
風
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の
す
ゝ
し
く
」
の
前
書
。 

【
一
七
二
】 

一
、
き
の
ふ
こ
そ
さ
な
へ
と
り
し
か 

よ
み
人
し
ら
す 

賀
茂
の
御
田
を
、
六
月
晦

に
う
ふ
る
事
を
よ
め
る
と
、
餘
家
に
は
申
せ
と
も
、
只
時
節
の
を
し
う
つ
る
事
夢
の

こ
と
く
に
て
、
早
苗
と
り
し
は
き
の
ふ
の
や
う
に
お
ほ
ゆ
る
に
、
い
つ
の
ま
に
稲
に

い
て
ゝ
秋
風
そ
ふ
く
と
也
。 

【
一
七
五
】 

一
、
天
河
も
み
ち
を
橋
に
ー
よ
み
人
し
ら
す 

此
哥
、
紅
葉
を
橋
に
わ
た
す
か
、
秋

を
ま
つ
か
と
よ
め
り
。
ま
こ
と
の
も
み
ち
に
は
非
す
。
匡
房
の
哥
に
云
、「
天
の
河
か

よ
ふ
浮
木
に
こ
と
ゝ
は
む
も
み
ち
の
橋
は
ち
る
や
ち
ら
す
や
」
の
哥
は
、
ま
こ
と
の

紅
葉
也
。
一
説
云
、「
か
さ
ゝ
き
の
よ
り
羽
の
は
し
」
と
云
は
、
羽
を
な
ら
へ
て
七
夕

を
わ
た
す
に
、
暁
の
（
17
オ
）
別
に
血
の
な
み
た
を
な
か
す
か
、
此
橋
の
上
に
落
て
、

紅
葉
の
こ
と
く
に
そ
ま
る
と
申
事
も
有
。
い
つ
れ
も
古
人
の
説
な
れ
は
用
ゆ
へ
し
。 

【
一
八
〇
】 

一
、
七
夕
に
か
し
つ
る
糸
の
う
ち
は
へ
て
ー
凡
河
内
躬
恒 

乞
巧
奠
に
は
、
願
の
糸

と
て
、
七
節
つ
ゝ
、
竹
の
棹
の
末
に
か
け
て
置
。
是
を
、
願
の
糸
と
い
ふ
。「
と
し
の

を
な
か
く
」
と
は
、
年
の
緒
と
て
、
年
の
く
る
れ
は
、
改
り
〳
〵
て
き
れ
さ
る
を
は
、

糸
に
■
と

〔
た
〕

ふ
る
な
り
。 

【
一
九
四
】 

一
、
久
か
た
の
月
の
か
つ
ら
も
ー
た
ゝ
み
ね 

月
の
内
に
桂
の
樹
あ
り
。
高
サ
五
百

丈
。
も
と
に
河
あ
り
。
此
水
は
、
人
間
の
水
の
せ
い
を
あ
つ
め
た
り
。
月
の
都
の
中

に
は
、
仙
女
有
て
、
舜
是
を

娥
と
い
ふ
。
此
月
の
か
つ
ら
は
、
春
花
咲
、
秋
も
み

ち
し
実
な
る
と
申
。
又
、
秋
花
咲
ゆ
へ
に
、
月
の
光
白
し
と
も
申
。
唯
、
八
月
十
五

夜
に
花
は
か
き
る
へ
し
。
実
の
な
る
事
、
尋
ぬ
へ
し
。 

【
二
〇
四
・
二
〇
五
】 

一
、
日
く
ら
し
の
鳴
つ
る
な
へ
に
ー
よ
み
人
し
ら
す 

一
、
日
く
ら
し
の
鳴
山
さ
と
の
ー
此
二
首
の
哥
は
、
猿
丸
大
夫
か
な
り
。 

【
二
〇
八
】 

一
、
我
門
に
い
な
お
ほ
せ
と
り
の
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
稲
お
ふ
せ
と
り
」
と
は
、

先
達
や
う
〳
〵
申
た
り
。
（
17
ウ
）
雀
、
山
鷄
家
隆

、
鵇
と
、
家
に
は
石
た
ゝ
き
也
。

「
鳴
な
へ
」
に
は
、
故
と
も
、
方
と
も
云
也
。 

【
二
一
〇
（
四
六
五
）
】 

一
、
春
霞
か
す
み
て
い
に
し
雁
か
ね
は
ー
此
哥
は
、
或
人
の
云
、
人
丸
か
也
と
。「
春

霞
」
、
又
十
の
巻
に
、
「
春
霞
中
し
か
よ
ひ
ち
な
か
り
せ
は
」
と
い
ふ
。
二
首
を
ヶ
様

ニ

吟
す
る
也
。 

【
二
一
六
】 

一
、
秋
萩
に
う
ら
ひ
れ
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
う
ら
ひ
れ
」
と
は
、
こ
ゝ
ろ
を
ふ
る
ゝ

也
。 

【
二
四
七
】 

一
、
月
草
に
衣
は
す
ら
ん
朝
露
の
ー
人
丸
の
哥
な
り
と
云
。 

  

第
五
秋
下 

【
二
五
一
】 

一
、
も
み
ち
せ
ぬ
と
き
は
の
山
は 

「
と
き
は
山
」
は
、
仁
和
寺
辺
な
り
。
里
あ
り
。
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森
あ
り
。 

【
二
六
六
】 

一
、
秋
き
り
は
け
さ
の
な
た
ち
そ
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
は
ゝ
そ
の
紅
葉
」
は
、
楢

柏
の
事
也
。 

【
二
八
二
】 

一
、
お
く
山
の
岩
垣
も
み
ち
ー
藤
原
関
雄 

「
岩
か
き
も
み
ち
」
と
は
、
山
陰
な
と

に
、
岩
の
屏
風
の
や
う
に
立
め
く
り
た
る
を
云
也
。
水
の
有
を
「
岩
垣
渕
」
と
云
。

多
く
た
ゝ
へ
た
る
を
、
「
岩
か
き
沼
」
と
い
ふ
な
り
。 

【
二
九
七
】 

一
、
見
る
人
も
な
く
て
ち
り
ぬ
る
ー
貫
之 
よ
る
の
錦
の
事
、
朱
買
臣
会
稽
の
大
守

に
て
、
都
へ
か
へ
ら
ん
と
せ
し
に
、
帰
え
す
し
て
い
は
く
、「
富
貴
に
し
て
古
郷
へ
帰

え
（
１
８
オ
）
さ
ら
ん
は
、
錦
を
着
て
夜
行
か
こ
と
し
」
と
て
、
錦
を
着
て
都
へ
か

へ
り
ぬ
。
是
を
「
ひ
る
の
錦
」
と
云
也
。 

【
二
九
八
】 

一
、
立
田
姫
た
む
く
る
神
の
ー
か
ね
み
の
王 

「
ぬ
さ
と
ち
る
ら
め
」
と
は
、
散
供

に
紙
を
き
り
ま
せ
て
、
打
ち
ら
す
ゆ
へ
、
も
み
ち
や
花
に
た
と
へ
た
り
。 

【
三
〇
七
】 

一
、
ほ
に
も
出
ぬ
山
田
を
も
る
と
ー
よ
み
人
不
知 

藤
衣
の
事
、
よ
の
つ
ね
に
は
、

服
衣
を
申
せ
と
も
、
こ
れ
は
小
田
守
も
の
に
き
せ
た
り
。
万
葉
に
は
、「
塩
や
き
こ
ろ

も
の
藤
衣
」
と
よ
め
り
。
い
や
し
き
こ
ろ
も
な
り
。 

【
三
一
二
】 

一
、
夕
月
夜
を
く
ら
の
山
に
ー
つ
ら
ゆ
き 

「
夕
月
夜
」
、
七
日
八
日
の
月
を
こ
そ
申

せ
、
な
か
月
晦
日
を
、
ゆ
ふ
月
に
心
得
か
た
し
。
但
、
こ
れ
は
、
夕
月
夜
、
か
け
ほ

の
か
な
る
物
な
れ
は
、
く
ら
し
と
つ
ゝ
く
る
は
か
り
な
り
。
時
分
に
は
あ
ら
す
。 

  

第
六
冬
哥 

【
三
一
四
】 

一
、
竜
田
川
に
し
き
お
り
か
く
ー
よ
み
人
し
ら
す 

延
喜
の
み
か
と
の
御
製
也
。 

【
三
三
六
】 

一
、
梅
の
香
の
ふ
り
お
け
る
ー
紀
つ
ら
ゆ
き 

「
た
れ
か
こ
と
〳
〵
」
は
、
毎
事
也
。 

【
三
一
八
】 

一
、
今
よ
り
は
つ
き
て
ふ
ら
な
ん
ー
よ
み
人
し
ら
す 

是
は
紀
貫
之
か
也
。（
18
ウ
） 

  

第
七
賀
哥 

一
、
賀
の
哥
と
は
、
祝
言
也
。
四
十
の
年
よ
り
、
十
年
に
一
度
つ
ゝ
、
九
十
ま
て
す

る
な
り
。
帝
は
さ
せ
給
は
す
。
院
宮
以
下
百
官
侍
武
に
い
た
る
ま
て
、
し
か
る
へ
き

人
々
皆
す
る
な
り
。
管
弦
詩
歌
な
ん
と
、
わ
れ
も
し
、
人
に
も
さ
す
る
也
。
銀
の
杖
、

下
は
竹
の
杖
を
つ
く
也
。
千
年
の
坂
こ
ゆ
る
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
。 

【
三
四
八
】 

一
、「
お
は
」
と
は
祖
母
也
。
た
ま
〳
〵
「
う
は
」
と
書
所
あ
れ
共
、
皆
お
は
也
。
遍

昭
「
ち
は
や
ふ
る
」
の
前
書
。 

【
三
五
九
～
三
六
三
】 

一
、
め
つ
ら
し
き
声
な
ら
な
く
に
ー
夏 

紀
貫
之
か
哥
な
り
。 

住
の
江
の
松
を
秋
風
ー
秋 

凡
河
内
躬
恒
か
也
。 
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千
と
り
な
く
さ
ほ
の
川
音
ー 

壬
生
忠
岑
か
也
。 

秋
く
れ
と
色
も
か
は
ら
ぬ
ー
き
の
つ
ら
ゆ
き
か
也
。 

し
ら
ゆ
き
の 
ふ
り
し
く
時
は
ー
同
人
の
哥
也
。 

【
三
五
七
】 

か
す
か
野
に
若
な
つ
け
つ
ゝ
ー
和
泉 

大
将
定
国
の
、
四
十
賀
し
給
ふ
哥
也
。
内
侍

の
か
み
は
、
満
子
也
。
高
藤
公
の
二
女
也
。 

  

第
八
離
別
歌 

一
、
離
別
・
羈
旅
、
い
つ
れ
も
旅
な
る
を
、
別
の
部
に
す
る
事 

離
別
は
、
遠
近
に

（
19
オ
）
よ
ら
す
、
人
に
名
残
を
お
し
み
お
し
ま
る
ゝ
也
。
羈
旅
は
、
よ
の
つ
ね
の

旅
な
り
。 

【
三
六
七
】 

一
、
か
き
り
な
き
雲
井
の
よ
そ
に
ー
よ
み
人
し
ら
す 

是
は
、
僧
正
遍
昭
か
哥
也
。 

【
三
八
五
】 

一
、
も
ろ
と
も
に
な
き
て
と
ゝ
め
よ
ー
藤
原
か
ね
も
ち 

「
ふ
ち
は
ら
の
ち
か
け
か
、

か
ら
も
の
ゝ
使
に
」
と
前
書
に
有
り
。
「
唐
物
の
使
」
は
、
遣
唐
使
を
申
な
り
。 

【
三
八
七
】 

一
、
命
た
に
こ
ゝ
ろ
に
か
な
ふ
も
の
な
ら
は
ー
し
ろ
め 

「
し
ろ
め
」
は
、
女
房
の

名
也
。 

【
三
八
八
】 

一
、
人
や
り
の
道
な
ら
な
く
に
ー
源
さ
ね 

「
人
や
り
の
道
」
と
は
、
人
の
つ
か
ひ
、

若
流
罪
な
と
を
申
。
前
書
、
「
神
な
み
の
森
」
は
、
山
城
也
。 

【
三
九
四
】 

一
、
う
り
ん
院
の
み
こ
の
舎
利
会
に 

「
う
り
ん
院
の
み
こ
」
は
、
つ
ね
や
す
親
王

也
。
僧
正
遍
昭
か
「
山
風
に
さ
く
ら
ふ
き
ま
き
」
の
前
書
。 

【
三
六
六
】 

一
、
す
か
る
の
事 

鹿
也
。
た
ゝ
ち
い
さ
き
を
云
。 

  

第
九 

羈
旅
哥 

【
四
一
三
】 

一
、
山
か
く
す
春
の
霞
そ
ー
お
と 

是
は
滋
春
の
妻
女
也
。 

【
四
二
一
】 

一
、
手
向
に
は
つ
ゝ
り
の
袖
も
ー
素
性
法
師 

「
つ
ゝ
り
の
袖
」
は
、
僧
綱
の
き
る

斑
地
の
衣
也
。
（
19
ウ
） 

  

第
十 

物
名 

【
（
四
二
四
）
四
二
五
】 

一
、
う
つ
せ
み 

壬
生
忠
岑 

た
も
と
よ
り
は
な
れ
て
ー
玉
は
袖
に
つ
ゝ
め
と
も
、

水
な
れ
は
包
ま
る
へ
か
ら
す
。
浪
の
う
つ
せ
を
、
是
こ
そ
玉
か
と
見
よ
か
し
と
云
也
。 

【
四
二
六
】 

一
、
う
め 

よ
み
人
し
ら
す 

あ
な
う
め
に
つ
ね
な
る
へ
く
も
ー
「
う
め
」
と
は
、

「
宇
目
」
也
。
大
き
な
る
目
と
い
ふ
事
な
り
。
「
梅
」
は
あ
や
ま
り
な
り
。 

【
四
二
七
】 

一
、
か
に
は
さ
く
ら 
つ
ら
ゆ
き 

か
つ
け
と
も
な
み
の
な
か
に
は
ー
「
か
に
は
さ
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く
ら
」
は
、
「
樺
桜
」
也
。
此
ゆ
へ
に
に
こ
る
な
り
。 

【
四
三
五
】 

一
、
く
た
に 

僧
正
遍
昭 

ち
り
ぬ
れ
は
後
は
お
く
た
に
ー
「
く
た
に
」
と
は
、「
枸

胆
」
な
り
。
「
ま
と
ふ
て
ふ
哉
」
と
は
、
ま
と
ふ
と
云
人
あ
れ
共
、
唯
「
蝶
」
也
。 

【
四
四
六
】 

一
、
し
の
ふ
く
さ 

き
の
と
し
さ
た 

山
た
か
み
つ
ね
に
あ
ら
し
の
ー
荵

の
事
、

餘
家
に
は
俗
語
に
も
、
ち
り
〳
〵
と
し
た
る
を
「
忍
」
と
申
。
石
菖
の
こ
と
く
な
る

を
「

」
と
云
。
家
に
は
、
う
ち
ち
か
へ
た
る
也
。
そ
の
故
は
、
忍
は
花
の
さ
く
と

よ
め
は
、
ち
り
〳
〵
と
し
た
る
に
は
咲
す
。
陰
陽
家
よ
り
、
忍
の
も
の
い
み
と
て
、

此
義
に
物
い
み
を
か
き
て
、
内
裏
へ
献
す
。
石
菖
の
こ
と
く
成
に
こ
そ
、
物
は
か
ゝ

る
へ
け
れ
。
是
に
て
こ
れ
を
思
へ
し
。
（
20
オ
）
伊
勢
物
語
に
、
業
平
、
禁
中
の
あ

る
つ
ほ
ね
の
前
を
通
り
け
れ
は
、
忍
草
を
出
し
て
、「
忘
草
と
や
み
る
」
と
い
は
れ
け

れ
は
、
返
事
の
哥
に
、「
わ
す
れ
く
さ
生
る
野
へ
と
は
み
る
ら
め
と
こ
は
し
の
ふ
な
り

の
ち
も
た
の
ま
む
」
、
此
時
は
ひ
と
つ
と
聞
た
り
。 

【
四
四
七
】 

一
、
や
ま
し 

平
あ
つ
ゆ
き 

時
鳥
み
ね
の
雲
に
や
ー
「
や
ま
し
」
と
は
、「
山
羊
蹄
」

也
。
ひ
つ
し
、
あ
を
鹿
と
云
、
又
は
し
の
ね
共
、
駒
の
ひ
き
と
も
。
た
つ
ぬ
へ
し
。 

【
四
四
八
】 

一
、
か
ら
は
き 

よ
み
人
し
ら
す 

う
つ
せ
み
の
か
ら
は
き
こ
と
に
ー
「
か
ら
は
き
」

は
、
「
唐
萩
」
也
。
木
萩
、
是
は
花
咲
実
な
る
と
よ
め
り
。 

 

【
四
五
〇
】 

一
、
さ
か
り
こ
け 

た
か
ひ
こ
の
と
し
は
る 

花
の
い
ろ
は
た
ゝ
ひ
と
さ
か
り
ー
「
さ

か
り
こ
け
」
と
は
、
手
向
草
と
い
ふ
物
也
。
俗
語
に
、
「
さ
る
お
か
せ
」
と
い
ふ
也
。 

 

【
四
五
二
】 

一
、
か
わ
た
け 

か
け
の
り
の
お
ほ
き
み 

さ
よ
ふ
け
て
な
か
は
た
け
ゆ
く
ー
「
川

た
け
」
は
水
色
の
竹
と
餘
家
に
は
申
せ
と
も
、
家
に
は
、
唯
、
竹
の
惣
名
也
。
其
故

は
、
内
裏
の
竹
壺
の
竹
を
、
「
川
竹
」
と
よ
め
り
。
「
河
竹
の
な
ひ
く
葉
風
に
歳
暮
て

三
世
の
仏
の
御
名
を
き
く
哉
」
。 

【
四
五
四
】 

一
、
「
い
さ
ゝ
め
に
」
と
は
、
か
り
そ
め
に
と
云
事
也
。
き
の
め
の
と
か
哥 

【
四
五
六
】 

一
、
「
唐
琴
」
と
は
、
（
20
ウ
）
播
磨
の
名
所
な
り
。
安
倍
清
行
か
哥
の
前
書
。 

【
四
六
〇
】 

一
、
「
か
み
や
川
」
、
京
也
。 

貫
之
か
う
た
。 

【
四
六
三
】 

一
、
「
か
つ
ら
の
宮
」
は
西
の
京
也
。
太
秦
に
有
。
源
ほ
と
こ
す
か
哥
。 

 

【
四
六
四
】 

一
、
百
和
香 

合
香
の
名
也
。 

よ
み
人
し
ら
す 

 

【
四
六
五
】 

一
、
「
す
み
な
か
し
」
と
は
す
な
か
し
也
。 

【
四
六
八
】 

一
、
僧
正
聖
宝
を
「
正
」
の
字
を
の
そ
き
て
よ
む
へ
し
。 
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第
十
一 

恋
哥
一 

【
四
六
九
】 

一
、
時
鳥
な
く
や
さ
つ
き
の
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
」
と
は
、
僻

案
云
、
こ
と
物
に
か
は
り
て
、
木
目
・
布
目
・
絹
目
、
か
や
う
の
け
ち
め
も
し
ら
ぬ

ほ
と
に
、
恋
の
こ
ゝ
ろ
ほ
れ
〳
〵
と
成
た
る
を
い
ふ
事
な
り
。 

【
四
七
六
】 

一
、
右
近
の
む
ま
は
の
日
を
り
の
日
ー
当
時
の
北
野
は右

近
の
馬
場
な
り
。
五
月
の
祭

也
。
四
日
は
あ
ら
手
つ
か
ひ
、
五
日
を
は
真
手
番
と
云
。
舎
人
と
も
、
褐
の
袖
を
引

折
て
き
る
事
を
云
也
と
、
下
野
府
生
武
忠
か
説
と
て
、
家
に
は
被
用
。
日
下
と
い
へ

と
も
、
家
の
義
に
は
あ
ら
す
。「
日
を
り
」
と
は
、
天
照
大
神
影
向
せ
さ
せ
給
ふ
事
に

申
せ
共
、
家
の
義
に
あ
ら
す
。
又
、「
あ
や
な
く
け
ふ
や
詠
く
ら
さ
ん
」（
21
オ
）
は
、

あ
ち
き
な
く
な
り
と
云
。 

 

【
四
七
八
】 

一
、
「
草
の
は
つ
か
」
は
、
ほ
の
か
な
る
こ
ゝ
ろ
な
り
。 

【
四
八
七
】 

一
、
「
ゆ
ふ
た
す
き
」
は
、
四
手
紙
を
男
女
と
も
に
付
る
を
申
也
。 

【
四
九
〇
】 

一
、
夕
月
夜
さ
す
や
ー
夕
月
夜
も
、
ほ
の
か
に
い
つ
と
も
な
し
。
松
の
葉
も
い
つ
と

も
な
し
。
我
恋
も
い
つ
と
も
な
し
と
い
ふ
心
也
。 

【
四
九
五
】 

一
、
思
ひ
い
つ
る
と
き
は
の
ー
よ
み
人
し
ら
す 

此
哥
は
、
真
雅
僧
正
也
と
。 

【
四
九
七
】 

一
、
秋
の
野
の
尾
花
に
ー
よ
み
人
し
ら
す 

り
ん
と
う
の
花
、
む
ら
さ
き
ゆ
か
り
を

思
ふ
に
や
、
と
或
人
の
申
伝
し
。 

【
五
〇
八
】 

一
、
い
て
わ
れ
を
人
な
ー
よ
み
人
し
ら
す 

僻
案
云
、
船
に
水
の
入
を
は
、
湯
と
云
。

そ
れ
を
く
み
す
つ
る
手
の
た
ゆ
き
と
云
人
あ
り
。
無
下
に
俗
語
也
。
万
葉
に
、「
猶
豫

不
足
」
と
書
て
、「
た
ゆ
た
ふ
」
と
よ
め
り
。
さ
れ
は
、
大
舟
の
な
み
に
ゆ
ら
る
ゝ
こ
ゝ

ろ
な
り
。 

 

【
五
三
三
・
五
一
四
】 

一
、
「
芦
鴨
」
・
「
芦
田
鶴
」
は
、
う
く
物
に
非
す
。
か
れ
る
名
也
。 

【
五
三
六
】 

一
、
逢
坂
の
ゆ
ふ
つ
け
と
り
も
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
木
綿
付
鳥
」
の
事
、
む
か
し

な
ら
の
御
時
、
四
境
の
祭
と
て
、
四
方
の
関
に
、
鶏
に
四
手
を
付
て
、
は
な
た
る
。

東
は
鈴
鹿
、
南
は
紀
伊
関
、
西
は
龍
田
、
北
は
逢
坂
也
。
立
田
に
は
か
り
は
鶏
有
て
、

よ
の
関
に
は
絶
た
り
。 

【
五
四
一
】 

一
、
よ
そ
に
し
て
こ
ふ
れ
は
ー
よ
み
人
し
ら
す
。
男
紐
・（
21
ウ
）
女
紐
と
て
あ
り
。

一
つ
心
に
あ
ら
は
や
と
也
。
上
よ
り
下
へ
入
て
、
爰
に
と
ゝ
む
る
也
。 

【
五
五
〇
】 

一
、
あ
は
雪
の
た
ま
れ
は
か
て
に
ー
「
か
て
」
は
、
か
つ
〳
〵
也
。 

【
五
五
一
】 

一
、
お
く
山
の
す
か
の
ね
し
の
き
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
す
か
の
ね
し
の
き
」
は
、

な
ひ
く
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
也
。 
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第
十
二 

恋
歌
二 

【
五
五
四
】 

一
、
い
と
せ
め
て
恋
し
き
時
は
ー
小
野
小
町 

昔
夫
婦
有
け
り
。
夫
は
赤
き
衣
を
好

み
、
女
は
青
き
衣
を
好
め
り
。
夫
死
し
て
後
、
恋
し
か
り
け
る
時
、
衣
を
身
に
そ
へ

て
け
れ
は
、
泪
に
ぬ
れ
て
あ
る
を
、
打
返
し
て
着
た
り
け
れ
は
、
夢
に
み
え
た
り
。

か
く
て
妻
も
恋
死
に
し
て
ん
け
り
。
此
夫
婦
は
鴛
と
成
て
、
鴛
鴦
の
ち
き
り
ふ
か
し
。 

【
五
五
六
】 

一
、
し
も
つ
い
つ
も
寺
に
ー
安
部
清
行 

「
下
津
出
雲
寺
」
、
上
は
御
霊
、
下
は
姉
小

路
西
洞
院
、
橘
逸
勢
か
旧
跡
也
。
「
人
の
わ
さ
」
と
は
追
善
を
い
ふ
。 

【
五
五
八
】 

一
、
恋
わ
ひ
て
打
ぬ
る
ー
と
し
ゆ
き
朝
臣 

「
夢
の
た
ゝ
ち
」
と
は
、
夢
は
山
川
を

も
い
は
す
、
千
里
も
万
里
も
さ
は
ら
す
、
た
ゝ
ち
に
ゆ
く
ゆ
へ
也
。 

【
五
六
二
】 

一
、
ゆ
ふ
さ
れ
は
ほ
た
る
よ
り
け
に
ー
紀
の
と
も
の
り 

「
蛍
よ
り
け
」
に
、
「
異
」

と
云
事
也
。
又
、
「
勝
」
と
も
云
。
（
２
２
オ
） 

【
五
八
九
】 

一
、
「
せ
う
そ
こ
」
、
文
の
み
に
非
す
。
音
信
す
る
を
も
い
ふ
。 

【
六
〇
七
】 

一
、
こ
と
に
い
て
ゝ
い
は
ぬ
ー
「
水
無
瀬
川
」
、
此
河
は
、
山
を
出
る
ほ
と
滝
に
て
、

麓
よ
り
底
を
く
ゝ
り
て
、
淀
川
の
は
た
よ
り
又
出
て
落
合
と
申
な
り
。 

 

 

第
十
三 

恋
哥
三 

【
六
二
三
】 

一
、
見
る
め
な
き
我
身
を
う
ら
と
ー
小
野
小
町 

是
は
、
そ
と
人
の
足
た
ゆ
く
来
る

い
た
つ
ら
事
な
り
と
云
也
。
め
を
み
す
ま
し
き
と
云
心
也
。 

【
六
二
〇
・
六
二
一
】 

一
、
い
た
つ
ら
に
ゆ
き
て
は
来
ぬ
る
・
あ
は
ぬ
夜
の
ふ
る
し
ら
雪
と
、
二
首
と
も
に
、

人
丸
の
哥
也
。
但
、
異
本
に
有
。 

【
六
四
〇
】 

一
、
し
の
ゝ
め
の
わ
か
れ
を
ー
寵

ち
よ

ふ
家

・
う
つ
く
・
め
つ
ら
・
め
つ
ゝ
、
是
は
、
嵯
峨

天
皇
の
御
孫
大
納
言
昇
か
む
す
め
な
り
。 

【
六
四
七
】 

一
、
む
は
玉
の
や
み
の
う
つ
ゝ
は
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
や
み
の
う
つ
ゝ
」
、
人
に
あ

ひ
た
り
し
事
は
、
う
つ
ゝ
な
れ
と
も
、
其
俤
も
さ
た
か
な
ら
ね
は
、
闇
の
夜
に
人
を

見
た
り
し
心
地
の
す
る
を
い
ふ
な
り
。 

【
六
四
九
】 

一
、
君
か
名
も
我
名
も
た
ゝて

イ

し
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
み
つ
」
と
は
難
波
の
津
、
敷

津
、（
22
ウ
）
高
津
、
御
津
の
は
ま
と
云
所
有
。「
あ
ひ
き
」
と
は
あ
み
ひ
き
を
云
也
。 

【
六
六
一
】 

一
、
く
れ
な
ゐ
の
色
に
は
出
し
ー
き
の
と
も
の
り 

か
く
れ
ぬ
の
草
木
し
け
り
た
る

中
に
、
ぬ
ま
水
の
人
に
も
し
ら
れ
す
し
て
有
を
云
也
。
「
ぬ
」
は
沼
也
。 

【
六
六
八
】 

一
、
我
恋
を
し
の
ひ
か
ね
て
は
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
山
橘
」
と
は
、
葉
は
、
た
ち
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は
な
に
似
て
草
也
。
実
は
、
ほ
う
つ
き
の
や
う
に
て
、
こ
と
の
外
あ
か
し
。
花
白
と

申
也
。
橙
は
ヱ
ニ
タ
チ
ハ
ナ
ト
云
也
。
不
審
。 

【
六
六
九
】 

一
、
大
か
た
は
我
名
も
み
な
と
ー
よ
み
人
し
ら
す 

此
心
は
、
し
の
ひ
て
船
を
み
な

と
の
浅
き
所
へ
漕
出
し
た
れ
と
も
、
こ
ゝ
に
は
み
る
の
生
ぬ
事
を
、
人
に
あ
は
ぬ
に

た
と
へ
て
、
冲
こ
き
出
し
て
、
人
め
を
も
し
の
は
し
と
也
。「
へ
た
」
と
は
、「
幣
多
」

也
。
上
手
の
お
こ
り
也
。
海
の
へ
た
と
は
、
海
の
浅
き
所
也
。
あ
ま
の
こ
の
船
こ
き

習
ふ
ほ
と
に
、
こ
れ
を
へ
た
と
云
也
。
れ
ん
ま
ん
す
れ
は
、
進
展
す
る
を
、
上
手
と

い
ふ
に
や
。 

  

第
十
四 

恋
哥
四 

【
六
七
七
】 

一
、
み
ち
の
く
の
あ
さ
か
の
沼
の
花
か
つ
み
ー
読
人
し
ら
す 

「
花
か
つ
み
」
と
は
、

花
の
か
れ
（
23
オ
）
た
る
薦
を
申
。
み
ち
の
く
に
、
あ
や
め
な
き
故
に
、
五
月
五
日

に
は
、
か
つ
み
ふ
き
と
て
、
こ
も
を
も
つ
て
屋
を
ふ
く
と
申
。
橘
季
通
か
陸
奥
に
下

り
て
有
け
る
時
、
か
つ
み
ふ
き
し
け
れ
は
、
「
い
か
に
」
と
と
ひ
け
る
に
、
「
是
は
実

方
の
御
館
の
例
に
て
候
」
と
そ
申
け
る
。
さ
れ
と
も
、
郁
芳
門
院
の
根
合
の
哥
に
云
、

「
あ
や
め
草
引
手
も
た
ゆ
く
長
き
根
の
い
か
て
浅
香
の
沼
に
生
け
む
」
、
此
哥
を
は
一

座
褒
美
し
け
る
を
、
此
か
つ
み
ふ
き
の
事
出
来
て
負
に
け
り
。
さ
れ
と
も
、
金
葉
集

に
入
た
り
。 

【
六
七
九
】 

一
、
い
そ
の
か
み
ふ
る
の
中
道
ー
つ
ら
ゆ
き 

石
上
の
事
、
む
か
し
、
此
河
に
、
女

の
布
あ
ら
ひ
け
る
に
、
水
上
よ
り
剣
な
か
れ
て
、
此
布
に
と
ゝ
ま
り
、
人
を
は
つ
し
、

た
ゝ
り
を
な
す
。
よ
つ
て
、
地
を
ふ
か
く
ほ
り
て
、
う
つ
み
け
れ
は
、
一
夜
の
う
ち

に
杉
生
に
け
り
。
神
椙
と
号
す
。
よ
つ
て
、
「
布
留
」
と
か
け
る
也
。
詞
に
よ
つ
て
、

ふ
る
き
事
に
い
ひ
付
た
り
。「
石
の
か
み
」
と
は
、
所
の
名
也
。
此
内
に
寺
あ
り
、
滝

あ
り
、
川
あ
り
。
い
つ
れ
も
皆
石
上
ふ
る
と
云
付
た
り
。
是
、
石
上
大
明
神
と
申
、

業
平
氏
神
也
。
（
23
ウ
） 

【
六
八
九
】 

一
、
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
き
ー
よ
み
人
し
ら
す 

昔
う
ち
に
、
妻
ふ
た
り
持
た
り

け
る
男
あ
り
。
も
と
の
妻
の
、
つ
け
な
に
、
七
礒
の
わ
か
め
を
ね
か
ひ
け
る
ほ
と
に
、

男
、
伊
勢
の
海
つ
ら
に
行
て
も
と
め
け
る
に
、
竜
王
に
と
ら
れ
て
う
せ
に
け
り
。
女
、

待
わ
ひ
て
あ
ま
り
に
久
し
け
れ
は
、
「
「
い
せ
の
海
つ
ら
に
」
と
か
い
ひ
て
け
れ
は
」

と
て尋

行
て
、
日
の
暮
に
け
れ
は
、
宿
を
も
と
め
け
れ
と
も
な
か
り
け
り
。
夜
入
て
後
、

火
の
光
の
見
え
け
れ
は
、
尋
て
宿
を
か
り
け
れ
は
、
老
た
る
下
女
を
出
し
て
、「
是
は
、

人
の
御
留
守
也
。
叶
ま
し
け
れ
共
、
い
た
は
し
く
候
へ
は
、
か
し
奉
る
。
も
し
人
の

け
は
ひ
あ
ら
は
、
声
を
立
給
ふ
へ
か
ら
す
」
と
い
へ
は
、
「
さ
も
あ
り
な
ん
」
と
て
、

居
た
る
に
、
夜
ふ
け
て
後
、
馬
の
輿
の
音
し
て
、
入
来
れ
り
。
な
ら
ひ
た
る
所
に
入

て
、
火
か
す
か
に
か
き
た
て
ゝ
居
た
る
。
時
移
り
て
、
此
男
、
あ
は
れ
成
事
を
い
ひ

て
、
な
く
声
し
け
り
。
床
し
さ
に
、
も
の
ゝ
ひ
ま
よ
り
の
そ
き
て
み
れ
は
、
い
み
し

け
成
男
也
。
よ
く
〳
〵
み
れ
は
、「
我
男
に
似
た
り
」
と
思
ひ
け
れ
は
、
此
男
、
こ
の

哥
を
い
ひ
を
は
り
て
、
さ
め
〳
〵
と
な
き
け
り
。
女
、「
我
男
な
り
」
と
思
へ
と
、「
我

男
す
て
に
高
相
い
み
し
け
な
る
は
」
と
思
ふ
に
、
又
、
此
哥
を
詠
し
て
な
き
け
れ
は
、

女
お
も
ひ
か
ね
て
、
（
24
オ
）
あ
ひ
の
障
子
を
明
て
入
た
り
け
れ
は
、
人
も
な
く
家
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も
な
し
。
夜
し
か
〳
〵
と
明
に
け
り
。
荒
磯
の
打
音
は
か
り
に
て
、
さ
ひ
し
。「
扨
は
、

死
た
る
人
、
我
を
あ
は
れ
み
て
見
え
た
り
け
る
よ
」
と
、
な
く
〳
〵
帰
り
け
り
。
其

後
、
橋
姫
ほ
と
な
く
う
せ
て
神
と
な
る
。
今
の
世
に
橋
姫
大
明
神
是
な
り
。 

【
六
九
〇
】 

一
、
君
や
こ
ん
我
や
ゆ
か
ん
の
ー
よ
み
人
し
ら
す 

い
さ
よ
ひ
の
事
、
槇
の
戸
口
に

や
す
ら
ふ
也
。
又
「
い
さ
よ
ひ
の
月
」
と
は
、
十
六
日
の
月
な
り
。 

【
六
九
二
】 

一
、
月
夜
よ
し
夜
よ
し
と
人
に
ー
同 
「
こ
て
う
に
似
た
り
」
と
は
、「
こ
よ
と
云
に

似
た
り
。
ま
た
す
し
も
あ
ら
す
」
と
云
事
也
。
蝶
に
は
非
す
と
云
。
此
哥
は
、
万
葉

に
、「
我
宿
の
梅
咲
た
り
と
告
や
ら
は
こ
て
ふ
に
に
た
り
ま
す

た

し
も
よ
し
」
と
云
哥
を

と
れ
り
。 

【
六
九
六
】 

一
、
津
の
国
の
な
に
は
思
は
す
ー
読
人
し
ら
す 

「
と
は
に
逢
み
ん
」
は
、
つ
ね
に

み
ん
と
云
事
也
。 

 

【
六
九
六
】 

一
、
し
き
し
ま
の
や
ま
と
に
は
ー
つ
ら
ゆ
き 

「
礒
城
嶋
の
大
和
」
と
は
、
我
朝
の

名
を
か
さ
ね
た
る
也
。
「
美
よ
し
の
ゝ
よ
し
の
」
と
云
る
こ
と
し
。 

【
七
〇
二
】 

一
、
梓
弓
ひ
き
の
ゝ
つ
ゝ
ら
ー
あ
め
の
み
か
と 

「
こ
と
の
し
け
ゝ
ん
」
、
我
人
に
逢

た
り
し
事
は
、
つ
ゐ
に
あ
ら
は
れ
て
、
口
舌
に
成
た
る
な
り
。
（
２
４
ウ
） 

【
七
〇
六
】 

一
、
大
ぬ
さ
の
引
手
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
お
ほ
ぬ
さ
」
と
は
、
神
の
前
に
有
御
幣

也
。
是
は
、
諸
人
か
手
に
ふ
る
ゝ
も
の
な
れ
は
、「
引
手
あ
ま
た
」
と
い
へ
り
。
此
返

事
の
哥
に
、「
な
か
れ
て
」
と
有
。
あ
ま
り
に
ふ
る
く
成
ぬ
れ
は
、
川
に
な
か
す
な
り
。 

【
七
三
一
】 

一
、
か
け
ろ
ふ
の
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
ー
よ
み
人
し
ら
す 

蜻
蛉
と
は
、
ち
い
さ
き
と

ん
ほ
う
の
羽
を
云
也
。
黒
也
。
「
春
の
空
に
望
高
」
と
て
、
ち
ら
め
く
を
、
「
い
と
ゆ

ふ
」
と
も
、
「
か
け
ろ
ふ
」
と
も
い
へ
り
。 

【
七
三
八
】 

一
、
玉
ほ
こ
の
道
は
ー
よ
る
か
の
あ
そ
ん 

昔
、
人
の
兵
具
に
は
、
太
刀
は
も
た
す
。

み
な
鉾
を
つ
き
あ
り
き
け
る
か
、
人
の
か
り
行
て
は
、
妻
戸
に
た
て
そ
へ
て
置
け
る

に
、
疵
か
つ
き
け
る
ほ
と
に
、
妻
戸
の
あ
は
せ
め
に
、
別
の
木
を
打
つ
け
て
、
ほ
こ

た
て
と
す
。
今
の
世
に
、
是
を
「
ほ
う
た
て
」
と
云
。
是
は
、
餘
家
に
用
。
家
に
は
、

二
神
、
天
の
う
き
橋
の
上
よ
り
、
天
の
鍰
鉾
を
さ
し
お
ろ
し
、「
此
下
に
国
な
か
ら
ん

や
」
と
て
か
い
さ
く
り
給
ふ
に
、
蒼
海
原
の
み
也
。
鉾
を
引
上
給
、
し
た
ゝ
り
落
て

嶋
と
な
る
。
「
お
の
こ
ろ
嶋
」
と
云
。
二
神
爰
に
あ
ま
く
た
り
、
一
女
三
男
を
う
み
、

国
土
を
お
さ
め
、
君
は
君
た
る
道
を
ひ
ろ
め
、
臣
は
臣
た
る
道
を
守
る
。
是
玉
鉾
の

な
す
所
也
。
是
に
依
て
（
25
オ
）
後
嵯
峨
院
御
製
に
、
「
久
か
た
の
天
よ
り
く
た
る

玉
ほ
こ
の
道
あ
る
御
代
そ
今
の
我
国
」
。 

  
第
十
五 

恋
哥
五 

【
八
〇
三
】 

一
、
秋
の
田
の
い
ね
て
ふ
こ
と
も
ー
素
性
法
師 

「
い
ね
て
ふ
こ
と
も
か
す
な
く
」

は
、
田
舎
の
稲
の
検
注
す
る
紙
を
打
、
棹
の
や
う
成
木
に
立
て
、
稲
の
よ
し
あ
し
を
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か
く
る
な
り
。 

【
八
〇
七
】 

一
、
あ
ま
の
か
る
も
に
す
む
ー
典
侍
藤
原
直
子
朝
臣 

是
は
二
条
の
后
の
事
也
。
此

集
に
、
直
子
と
入
ら
る
。
貫
之
か
心
有
て
の
事
也
。
直
子
朝
臣
の
事
、
前
に
よ
る
か

の
朝
臣
と
お
な
し
。 

【
八
二
五
（
八
二
七
）
】 

一
、
わ
す
ら
る
ゝ
身
を
う
ち
橋
の
ー
よ
み
人
し
ら
す 

此
橋
は
、
昔
宣
和
天
皇
の
御

宇
、
道
照
和
尚
渡
し
給
ふ
。
其
後
久
し
く
中
絶
て
有
を
、
行
基
菩
薩
板
を
わ
た
し
て

渡
り
け
る
。
宇
治
の
賴
通
公
、
平
等
院
供
養
の
時
、
ふ
み
落
し
て
人
多
く
河
に
入
た

り
け
れ
は
、
宇
治
殿
渡
し
給
け
り
と
云
。
な
か
れ
て
た
に
の
哥
は
、
な
か
ら
へ
て
な

り
。
「
な
か
れ
て
の
世
」
と
同
し
事
也
。
（
25
ウ
） 

  

第
十
六 

哀
傷
哥 

【
（
八
三
〇
・
八
三
一
）
八
三
七
】 

一
、
さ
き
た
ゝ
ぬ
悔
の
ー
閑
院 

「
白
河
の
太
政
大
臣
」
は
、
忠
仁
公
也
。「
ほ
り
川

の
太
政
大
臣
」
は
、
昭
宣
公
也
。
も
と
つ
ね
是
也
。「
悔
の
や
ち
た
ひ
」
は
、
後
悔
さ

き
に
た
ゝ
す
と
云
事
也
。
名
目
数
は
、
五
に
こ
え
て
、
八
に
と
ゝ
ま
る
と
云
へ
り
。 

【
九
三
八
】 

一
、
紀
友
則
か
死
去
の
事
、
是
は
四
人
の
撰
者
の
中
也
。
い
か
て
か
此
集
に
入
へ
き
。

然
共
、
延
喜
五
年
に
撰
す
と
い
へ
と
も
、
同
六
七
年
の
哥
も
入
ら
る
。
延
喜
七
年
の

哥
も
入
ら
る
。
友
則
は
、
延
喜
七
年
の
死
去
也
。
又
和
泉
大
将
定
国
四
十
の
賀
、
是

も
、
七
年
な
る
を
、
此
集
に
入
た
り
。
か
や
う
の
例
多
し
。
追
加
と
も
、
意
宴
共
申

な
り
。 

【
八
四
五
】 

一
、
水
の
面
に
し
つ
く
花
の
ー
た
か
ひ
ら
の
朝
臣 

「
諒
闇
」
と
は
、
御
国
忌
也
。

「
葦
簾
」
は
禁
忌
也
。
内
裏
に
も
、
芦
の
簀
と
て
か
け
ら
る
ゝ
な
り
。「
し
つ
く
」
は

花
の
影
の
水
底
に
有
を
、
し
つ
む
と
云
。
万
葉
に
も
、
し
つ
く
石
と
は
、
し
つ
む
い

し
な
り
。
し
つ
く
の
あ
る
所
に
は
あ
ら
す
。「
藤
な
み
の
か
け
な
る
水
の
そ
こ
清
み
し

つ
く
石
と
も
見
え
わ
た
る
か
な
」
。
（
26
オ
） 

  

第
十
七 

雑
哥
上 

【
八
六
三
】 

一
、
わ
か
う
へ
に
露
そ
を
く
な
る
ー
よ
み
人
し
ら
す 

昔
男
あ
り
。
よ
そ
に
の
み
有

け
る
ほ
と
に
、
女
、「
心
う
し
」
と
思
ひ
て
、
は
し
り
出
て
、
足
に
ま
か
せ
て
行
け
る

に
、
男
来
り
て
、
「
い
か
に
」
と
と
ひ
け
れ
は
、
「
唯
今
」
と
云
。
男
を
あ
と
を
を
ふ

て
行
ほ
と
に
、
あ
る
道
の
ほ
と
り
に
た
ふ
れ
死
に
け
り
。
男
、
ひ
さ
の
上
に
か
き
の

せ
て
泣
ゐ
た
り
け
る
に
、
な
み
た
の
そ
ゝ
ろ
口
へ
入
て
、
い
き
か
へ
り
て
、
見
あ
く

れ
は
、
男
の
ひ
さ
に
ね
た
り
。
其
時
、
女
、
此
哥
を
よ
む
と
申
也
。
男
の
ま
れ
に
あ

ふ
事
を
天
川
に
よ
せ
た
り
。 

【
八
六
八
】 

一
、
む
ら
さ
き
の
色
こ
き
ー
な
り
ひ
ら
朝
臣 

「
め
も
は
る
に
」
は
は
る
か
に
と
云

事
也
。
遠
見
す
る
心
也
。 

 

【
八
七
一
】 

一
、
大
は
ら
や
を
し
ほ
の
山
も
ー
業
平
朝
臣 

是
は
二
条
の
后
、
藤
原
に
て
渡
ら
せ
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給
ふ
故
に
、
大
原
野
の
明
神
は
春
日
な
れ
は
、「
神
代
の
事
も
」
と
よ
め
り
。
又
、
業

平
二
条
の
后
、
御
息
所
に
な
ら
せ
給
へ
は
、
も
と
ま
い
り
し
か
と
も
、
今
は
さ
や
う

の
事
も
な
き
ゆ
へ
、
「
后
も
思
ひ
出
給
ふ
ら
ん
」
と
よ
め
り
。 

【
八
七
二
】 

一
、
五
節
の
舞
姫
を
見
て
よ
め
る 

良
岑
宗
貞 

日
本
紀
取
意

、
天
武
天
皇
、
吉
野
（
26

ウ
）
の
宮
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
し
時
、
琴
を
ひ
か
せ
給
ひ
け
る
に
、
天
よ
り
神
女
あ
ま

く
た
り
て
、
舞
あ
そ
ひ
う
た
ひ
て
云
、「
乙
女
子
か
を
と
め
さ
ひ
す
も
か
ら
玉
を
た
も

と
に
ま
き
て
を
と
め
さ
ひ
す
も
」
、
五
た
ひ
う
た
ひ
た
り
。
是
を
う
つ
し
て
、
今
の
代

の
五
節
の
豊
の
あ
か
り
に
は
舞
也
。「
を
と
め
さ
ひ
す
も
」
と
は
、
乙
女
遊
ひ
す
と
云

事
也
。
平
家
物
語
に
は
、
此
哥
を
と
り
て
、「
乙
女
子
か
を
と
め
さ
ひ
す
も
か
ら
玉
を

乙
女
さ
ひ
す
も
そ
の
か
ら
玉
を
」
と
書
り
。「
豊
の
あ
か
り
」
と
は
、
火
を
た
く
夕
に

は
あ
ら
す
。
節
会
の
名
也
。
昔
帝
王
は
、
旅
な
と
に
出
さ
せ
給
て
も
時
に
取
て
人
賞

を
お
こ
な
は
ん
と
て
、
肆
宴
き
こ
し
め
す
と
て
節
会
行
は
れ
し
也
。
正
月
朔
日
の
節

会
を
も
豊
の
明
と
云
。
顕
昭
哥
に
、「
昵
月
た
つ
け
ふ
の
ま
と
ゐ
百
敷
の
豊
の
明
の
は

し
め
な
る
ら
ん
」
。 

【
八
七
四
】 

一
、
玉
た
れ
の
こ
か
め
や
ー
と
し
ゆ
き
朝
臣 

「
玉
た
れ
の
こ
か
め
」
の
事
、
と
か

ふ
申
事
あ
れ
と
も
、
催
馬
楽
の
こ
と
さ
ん
は
た
ゝ
瓶
也
。「
玉
た
れ
の
小
瓶
の
中
に
す

へ
て
あ
る
し
は
や
さ
か
な
も
と
め
に
こ
よ
ろ
き
の
礒
に
出
て
わ
か
め
か
り
あ
け
に
」

と
云
。
（
27
オ
）
御
簀
の
つ
り
か
ね
を
申
と
云
説
有
。
是
を
用
へ
か
ら
す
。
又
小
餘

繚
の
礒
を
申
事
、
常
の
事
也
。
藤
原
為
相
の
黄
門
、
七
里
の
浜
を
の
給
ひ
け
り
。「
こ

よ
ろ
き
の
橋
」
と
は
片
瀬
の
橋
を
申
せ
は
な
り
と
や
。「
こ
よ
ろ
き
の
森
」
は
、
大
礒

に
有
と
申
。
大
礒
は
こ
よ
ろ
き
の
郡
也
。
「
こ
よ
ろ
き
の
里
」
と
も
申
な
り
。 

【
八
八
四
】 

一
、
天
の
川
雲
の
み
お
に
て
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
雲
の
水
尾
」
と
は
、
雲
の
な
か

れ
た
る
や
う
な
る
を
申
也
。
「
霞
の
み
お
」
な
と
同
し
。
是
は
水
尾

の

と
云
、
「
雲
の
み

お
」
と
は
、
激
と
て
水
の
た
ゝ
へ
た
る
姿
に
似
た
る
を
申
と
な
り
。 

【
八
八
五
】 

一
、
田
村
の
御
門
の
御
時
斎
院
に
ー
あ
ま
敬
信 

「
田
村
の
み
か
と
」
は
、
文
徳
天

皇
也
。
斎
院
と
は
、
加
茂
の
い
つ
き
也
。
斎
宮
は
伊
勢
の
い
つ
き
也
。
い
つ
れ
も
「
い

つ
き
」
と
申
。
此
斎
院
は
、
嵯
峨
天
皇
大
同
六
年
に
、
平
城
天
皇
、
内
侍
典
の
す
ゝ

め
に
よ
つ
て
む
ほ
ん
を
こ
し
給
ひ
て
、
世
み
た
れ
し
か
は
、
そ
の
御
い
の
り
に
、
加

茂
へ
第
三
の
皇
女
有
智
子
内
親
王
を
斎
院
に
立
給
ふ
。
是
よ
り
は
し
ま
る
。
斎
宮
は

内
裏
に
て
わ
か
れ
の
櫛
さ
ゝ
せ
給
ふ
て
後
に
、
野
々
宮
へ
う
つ
り
て
、
そ
れ
を
旅
所

に
し
て
、
し
は
ら
く
身
を
（
27
ウ
）
清
め
給
ひ
て
、
伊
勢
へ
下
ら
せ
給
ふ
。
是
を
「
群

行
」
と
申
。
を
く
り
の
殿
上
人
を
「
長
奉
送
使
」
と
申
。
伊
勢
に
て
は
、
「
竹
の
都
」

と
も
、
「
竹
の
宮
」
と
も
申
。
「
あ
き
ら
け
い
こ
」
と
は
、
斎
院
の
御
名
也
。 

【
八
八
六
】 

一
、
い
そ
の
か
み
ふ
る
か
ら
小
野
の
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
本
柏
」
と
は
、
去
年
の

柏
の
、
春
ち
か
く
落
の
こ
り
て
有
を
云
也
。
又
、
為
相
卿
の
仰
云
、
柏
の
古
木
よ
り
、

若
枝
の
さ
し
出
た
る
を
い
ふ
な
り
。
両
説
い
つ
れ
も
用
へ
し
。 

【
八
八
八
】 

一
、
古
へ
の
し
つ
の
を
た
巻
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
し
つ
の
を
た
ま
き
」
と
は
、
苧

を
ま
く
へ
そ
也
。
但
、
八
雲
御
抄
ニ
ハ

、
賎
か
苧
を
か
く
る
も
の
也
と
有
は
、
何
に
て
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も
く
る
し
か
ら
す
。
此
へ
そ
と
は
、
三
輪
明
神
の
、
人
の
娘
に
か
よ
ひ
給
け
る
に
、

誰
も
し
ら
さ
り
け
れ
は
、
行
方
を
見
ん
と
て
、
此
賎
か
を
た
巻
に
、
針
を
付
て
、
狩

衣
の
く
ひ
か
み
に
さ
し
て
、
跡
を
尋
て
行
ほ
と
に
、
三
輪
明
神
の
御
宝
殿
の
内
へ
い

り
ぬ
。
此
へ
そ
の
残
り
、
三
わ
け
残
り
た
る
に
よ
り
て
、「
三
輪
」
と
申
と
い
ふ
な
り
。 

【
八
九
一
】 

一
、
さ
ゝ
の
葉
に
ふ
り
つ
む
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
本
く
た
り
行
」
と
は
、
草
木
の

も
と
よ
り
、
次
第
に
か
た
ふ
き
て
、
末
は
地
に
つ
く
は
か
り
な
る
を
云
也
。
そ
れ
を
、

我
よ
は
ひ
か
た
ふ
く
に
た
と
へ
た
り
。（
28
オ
）「
夜
の
た

く

つ
」
、「
月
の
く
た
つ
」
と

云
も
、
更
過
る
を
云
也
。 

【
八
九
二
】 

一
、
お
ほ
あ
ら
き
の
森
は
、
淀
に
有
。
哥
略
之
。 

一
、
さ
く
ら
麻
の
あ
ふ
の
下
草
ー
さ
く
ら
麻
と
は
、
桜
の
花
の
さ
か
り
に
ま
く
物
な

れ
は
申
と
も
い
へ
り
。
又
家
に
は
、
秋
の
中
に
、
う
す
む
ら
さ
き
な
る
苧
の
ま
し
り

た
る
を
い
ふ
。 

【
『
古
今
集
』
に
該
当
本
文
な
し
。
②
京
図
本
は
八
九
二
番
歌
注
内
に
組
み
込
む
。
】 

一
、
「
さ
ゝ
竹
の
大
宮
」
と
は
、
「
さ
ゝ
竹
」
は
た
く
ひ
多
き
も
の
な
れ
は
、
大
宮
人

に
た
と
へ
た
り
。
日
本
紀
・
万
葉
に
は
、
「
さ
ゝ
竹
」
と
云
事
な
し
。
皆
「
さ
す
竹
」

と
よ
め
り
。
義
は
同
し
。 

【
八
九
四
】 

一
、
を
し
て
る
や
難
波
の
ー
「
を
し
て
る
」
は
、
難
波
に
よ
せ
た
り
。
喜
撰
式
云
、

水
海
を
は
、
「
丹
穂
照
」
と
い
ひ
、
塩
海
を
は
、
「
押
照
」
と
云
り
。
是
は
、
凡
の
海

に
は
か
は
る
へ
し
。
日
本
紀
取
意

、
難
波
は
遠
浅
に
し
て
、
船
出
す
る
に
は
、
人
勢
を

率
し
て
押
出
し
け
り
。
そ
れ
を
仁
徳
天
皇
、「
水
を
こ
へ
引
や
う
有
へ
し
」
と
、
海
の

内
を
ほ
り
と
を
し
、
水
を
入
給
ふ
。
是
を
「
堀
江
」
と
名
つ
く
る
な
り
。 

【
八
九
五
】 

一
、
み
た
り
の
翁
の
事 

家
〳
〵
に
名
を
付
か
へ
え
た
り
。
皆
用
か
た
し
。
そ
の
故

は
、
一
人
に
あ
ら
す
。
一
番
は
忠
仁
公
、
二
番
は
諸
兄
公
、
三
番
は
家
持
也
。
面
々

の
哥
の
集
に
み
え
た
り
。 

【
九
〇
四
】 

一
、
ち
は
や
ふ
る
う
ち
の
橋
守
ー
「
ち
は
や
ふ
る
宇
治
」
と
云
事
、
橋
守
も
今
は
神

と
な
れ
は
、（
28
ウ
）「
ち
は
や
ふ
る
」
と
よ
め
り
。
又
道
は
や
く
菟
と
云
義
也
。
随

て
日
本
紀
に
は
、「
宇
治
」
を
「
菟
道
」
と
か
け
り
。
文
選
に
此
沙
汰
あ
る
。
か
く
の

こ
と
し
。 

【
九
〇
五
】 

一
、
我
み
て
も
久
し
く
成
ぬ
ー
「
す
み
よ
し
」
と
は
、
住
吉
一
也
。
住
の
江
殿
と
て

別
に
有
を
、
住
の
江
殿
と
申
と
心
得
た
る
は
、
僻
案
也
。
風
土
記
に
も
、
万
葉
に
も
、

「
墨
吉
」
と
書
て
よ
む
也
。
昔
は
「
す
み
の
え
」
と
の
み
申
せ
し
を
、
ち
か
き
比
よ

り
、
「
住
吉
」
と
は
申
な
り
。 

【
九
一
九
】 

一
、
法
皇
西
川
に
お
は
し
ま
し
た
る
日 

「
西
川
」
と
は
、
大
井
川
也
。「
靏
渕
に
た

て
り
」
と
は
、
川
の
渕
也
。 

 

【
九
二
八
】 

一
、
ひ
え
の
山
な
る
を
と
は
の
滝
を
ー
「
音
羽
の
滝
」
、
三
所
に
有
。
音
羽
山
、
清
水

の
滝
、
比
叡
山
の
西
坂
本
也
。 
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第
十
八
雑
哥
下 

【
九
四
九
】 

一
、
世
中
を
い
と
ふ
草
木
の
ー
「
あ
な
う
の
花
」
と
は
、
卯
花
也
。
是
は
竹
の
こ
と

く
成
り
し
か
、
今
は
木
也
。
本
草
に
、
木
の
部
に
出
せ
り
。「
楊
櫨
」
と
書
。
あ
な
う

き
と
い
ふ
心
也
。 

【
九
五
二
】 

一
、
い
か
な
ら
ん
岩
ほ
の
中
に
ー
法
句
経
云
、
四
人
の
外
道
有
り
。
無
常
の
殺
鬼
（
29

オ
）
き
た
ら
ん
事
を
恐
れ
て
、
一
人
は
天
に
の
ほ
り
、
一
人
は
大
海
に
入
、
一
人
は

市
に
ま
き
る
。
一
人
は
厳
の
う
ち
に
か
く
れ
し
事
を
よ
め
り
。
大
海
に
入
し
こ
ゝ
ろ

を
登
蓮
法
師
か
よ
め
る
。「
さ
り
と
も
と
八
重
の
塩
路
に
入
し
か
と
そ
こ
に
も
老
の
波

は
立
け
り
」
。 

【
九
五
九
】 

一
、
木
に
も
あ
ら
す
草
に
も
ー
「
は
し
に
我
身
」
と
は
、
半
也
と
云
。
は
し
た
も
の

な
り
。 

【
九
六
一
】 

一
、
お
も
ひ
き
や
ひ
な
の
わ
か
れ
ー
た
か
望
朝
臣 

「
海
士
の
な
は
た
き
」
と
は
た

き
也
。
舟
あ
み
な
ん
と
の
縄
を
引
あ
く
る
は
、
い
た
く
や
う
に
く
り
あ
く
る
也
。
さ

れ
は
、
「
た
く
」
と
云
也
。
言
便
に
つ
け
て
「
た
く
」
と
云
也
。
是
を
見
そ
ん
し
て
、

「
海
士
の
な
わ
た
き
い
さ
り
せ
ん
」
と
云
哥
を
、
「
な
は
を
た
き
い
さ
り
せ
ん
す
る
」

と
よ
め
る
先
達
多
し
。 

【
九
六
二
】 

一
、
わ
く
ら
は
に
と
ふ
人
あ
ら
は
ー
在
原
行
平 

「
わ
く
ら
は
」
と
は
、「
病
葉
」
と

書
。
夏
な
と
し
け
り
た
る
葉
の
中
に
、
も
み
ち
の
一
む
ら
し
た
る
を
申
。
是
は
、
虫

な
と
く
ら
ひ
た
る
か
、
紅
葉
す
れ
は
、「
病
葉
」
と
い
ふ
。
し
か
し
此
哥
は
た
ま
〳
〵

と
云
故
也
。 

【
九
六
六
】 

一
、
「
み
こ
の
み
や
」
と
は
、
東
宮
坊
の
御
事
を
申
也
。 

【
九
八
一
】 

一
、
い
さ
こ
ゝ
に
我
世
は
経
な
ん
菅
原
ー
よ
み
人
し
ら
す 

此
哥
は
、
御
作
に
あ
ら

す
。
伏
見
の
翁
と
云
け
る
者
の
（
29
ウ
）
哥
な
り
。
伏
見
野
に
翁
有
。
三
年
か
ほ
と

物
も
い
は
す
、
人
を
も
見
す
し
て
、
盲
聾
に
て
有
け
る
か
、
婆
羅
門
僧
正
天
竺
よ
り

渡
り
て
、
奈
良
の
京
へ 

ら

本
ノ
マ
ヽ

れ
た
る
か
、
此
野
を
と
を
ら
れ
け
る
を
み
て
、
立
て
舞

を
ま
ひ
、
唱
哥
を
し
て
ん
け
り
。
是
は
、
か
つ
ら
き
仙
人
な
り
。 

【
九
九
三
】 

一
、
寛
平
の
御
時
に
、
も
ろ
こ
し
の
は
う
官
に
ー
藤
原
た
ゝ
ふ
さ 

「
唐
の
判
官
」

と
は
、
遣
唐
使
に
大
判
官
少
判
官
と
云
も
の
也
。「
な
よ
竹
」
は
、
竹
の
惣
名
也
。
若

竹
と
云
説
あ
れ
と
も
、
唯
、
竹
也
。
な
よ
ゝ
か
な
る
を
姿
と
す
る
故
、
何
竹

の

を
も
云

也
。 

【
九
九
四
】 

一
、
風
ふ
け
は
お
き
つ
し
ら
な
み
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
わ
た
つ
み
の
お
き
つ
白
な

み
た
つ
た
山
い
つ
か
越
な
ん
君
か
あ
た
り
み
ん
」
と
云
哥
の
心
を
よ
め
り
。
さ
れ
は
、

「
浪
の
立
」
と
つ
ゝ
く
る
斗
な
り
。
但
し
、
伊
勢
物
語
に
は
、「
此
山
に
ぬ
す
人
お
ほ

き
山
な
れ
は
ひ
と
り
こ
ゆ
る
お
ほ
つ
か
な
さ
よ
」
と
よ
め
り
。
誠
に
、
此
山
は
六
帖
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の
哥
に
も
、
「
ぬ
す
人
の
た
つ
田
の
山
に
入
に
け
り
お
な
し
冠
指
の
名
を
や
け
か
さ

ん
」
。 

  

第
十
九 

雑
体 
短
哥
長
哥 

一
、
長
哥
短
哥
の
事
、
是
当
集
第
一
の
沙
汰
也
。
先
「
短
哥
」
と
書
て
、
長
哥
を
出

せ
り
。
（
30
オ
）
扨
は
長
き
を
「
短
哥
」
と
い
は
ん
す
る
か
と
み
る
所
に
、
貫
之
か

長
哥
を
は
「
目
録
にの

序
の
長
哥
」
と
書
り
。
又
、
次
の
忠
岑
か
哥
も
、「
長
う
た
」
と

書
て
長
哥
を
出
せ
り
。
又
躬
恒
か
長
歌
を
は
、「
冬
の
長
哥
」
と
か
け
り
。
前
後
混
乱

し
て
定
か
た
し
。
是
は
影
略
互
乱
云
立
様
也
。
此
立
や
う
は
、
奥
に
有
物
を
初
に
出

し
、
始
に
有
物
を
後
に
け
つ
る
と
云
、
是
也
。
内
外
典
一
同
の
名
目
也
。
し
か
れ
は
、

題
目
に
「
短
哥
」
と
か
け
る
は
、
お
く
の
忠
岑
か
長
歌
の
次
に
、「
君
か
代
に
あ
ふ
坂

山
の
い
は
し
み
つ
ー
」
、
此
哥
を
さ
し
て
「
短
哥
」
と
い
ふ
也
。
次
に
「
長
歌
」
と
書

て
、
長
う
た
を
出
せ
り
。
此
た
て
や
う
を
見
し
ら
さ
る
先
達
に
は
、
は
し
め
に
「
短

哥
」
と
書
て
長
哥
を
出
せ
り
、
い
か
ゝ
長
哥
を
「
短
哥
」
と
心
得
た
り
。
浅
智
の
い

た
り
な
り
。
随
て
俊
成
卿
の
古
来
風
体
云
、「
万
葉
集
ニ

は
、
長
き
を
短
哥
と
云
、
み

し
か
き
を
長
哥
と
い
へ
る
所
一
所
も
な
し
。
な
か
き
と
い
ふ
ら
ん
髄
脳
は
、
万
葉
を

よ
く
見
さ
る
も
の
也
」
と
い
は
れ
た
り
。
又
定
家
卿
の
新
勅
撰
を
え
ら
は
る
ゝ
に
も
、

長
哥
を
な
か
き
哥
の
部
に
四
首
出
さ
れ
た
り
。
是
は
、
俊
成
卿
千
載
集
に
、
「
短
哥
」

と
て
長
哥
を
立
ら
れ
た
る
事
を
口
お
し
き
事
に
（
30
ウ
）
思
ひ
て
、
か
ゝ
れ
た
る
事

書
に
い
は
く
、「
先
人
千
載
集
に
長
哥
を
短
哥
と
書
れ
た
る
事
、
一
期
瑕
瑾
な
り
。
其

恥
辱
を
す
ゝ
か
ん
と
て
、
新
勅
撰
に
は
か
く
の
こ
と
く
あ
け
ら
れ
た
り
」
と
申
。
然

れ
は
、
当
集
の
流
を
請
つ
か
ん
人
は
此
旨
よ
く
〳
〵
可
存
者
也
。 

【
一
〇
〇
一
】 

一
、
か
く
な
■
に
思
ひ
み
た
れ
て
ー
前
後
略
之
。
よ
み
人
し
ら
す 

「
か
く
な
わ
」

と
は
、
あ
ふ
ら
も
の
ゝ
中
に
、
糸
を
は
へ
た
る
や
う
の
物
也
。
か
ら
く
た
物
と
も
申
。

又
、
池
の
ぬ
ま
な
と
の
、
底
に
ね
ぬ
な
は
と
て
、
弓
の
弦
の
こ
と
く
に
て
は
ひ
あ
る

く
物
を
申
、
「
蓴
」
と
書
也
。
「
え
ふ
の
身
」
と
◯

い
ふ
。
そ

は

衛

府

の

身

と

れ
は
、
中
少
将
也
。
爰

に
は
閻
浮
の
身
と
也
。 

【
一
〇
〇
二
】 

一
、
伊
勢
の
う
み
の
浦
の
し
ほ
貝
ー
前
後
略
之
。
貫
之 

「
う
ら
の
し
ほ
貝
」
、
た
く

塩
に
切
れ
て
、
よ
る
貝
の
名
也
。
し
ほ
貝
と
云
名
に
は
あ
ら
す
。 

【
一
〇
〇
三
】 

一
、
ち
り
に
つ
く
と
や
ち
り
の
身
に
ー
壬
生
忠
岑 

「
ち
り
に
つ
く
」
と
は
、
ち
り

の
身
は
、
遺
塵
と
て
、
子
孫
相
続
す
る
を
云
也
。「
け
た
も
の
ゝ
雲
に
ほ
ゆ
る
」
と
は
、

淮
南
王
の
仙
薬
を
ま
な
ひ
て
、
天
仙
と
な
り
て
、
こ
く
う
を
飛
あ
り
き
け
る
に
、
そ

の
所
の
大
鶴
（
31
オ
）
仙
薬
つ
き
し
ほ
り
た
る
う
す
き
ね
を
ね
ふ
り
て
、
同
し
く
雲

に
の
ほ
り
あ
り
き
け
る
と
申
。「
ち
か
き
ま
も
り
の
身
」
と
は
、
内
裏
左
近
の
番
長
な

り
し
か
、
後
に
宜
秋
門
に
う
つ
さ
れ
て
、
外
衛
の
番
長
と
な
る
事
を
い
ふ
。
こ
れ
は

ま
さ
れ
る
位
也
。 

み
か
き
も
り
お
さ
〳
〵
し
く
も 

「
お
さ
〳
〵
し
も
」
と
は
、
優
に
も
あ
ら
す
と
云

也
。 

い
つ
ゝ
の
む
つ
に
な
り
に
け
り 

「
五
つ
の
六
に
な
り
に
け
り
」
と
は
、
礼
記
云
、

「
奉
公
労
十
一
年
を
も
つ
て
一
労
と
す
」
と
云
り
。
又
云
、「
三
十
年
を
も
つ
て
奉
公

の
労
極
と
す
」
と
い
へ
り
。
忠
岑
か
労
、
年
紀
し
れ
す
。
「
や
よ
け
れ
は
」
、
い
よ
〳
〵
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老
の
重
な
る
と
云
也
。 

  

旋
頭
哥 

一
、
旋
頭
哥
と
は
、
浜
成
か
式
云
、「
せ
ん
た
う
」
は
、
双
本
に
や
と
云
。
本
に
な
ら

ふ
と
い
へ
り
。
又
三
の
立
や
う
を
も
つ
て
案
す
る
に
、
五
七
七
五
七
々
と
つ
ゝ
く
へ

し
。 

【
一
〇
〇
七
】 

一
、
打
わ
た
す
を
ち
方
人
に
ー
「
打
わ
た
す
」
と
は
、
馬
に
乗
て
旅
の
打
過
た
る
を

云
也
。
「
も
の
申
我
」
と
よ
み
切
へ
し
。 

【
一
〇
〇
八
（
一
〇
一
〇
）
】 

一
、
春
さ
れ
は
野
へ
に
先
ー
「
見
れ
と
あ
か
ぬ
花
」
と
よ
み
切
へ
し
。
此
花
は
、
梅

な
り
。
「
ま
ひ
な
し
に
」
と
は
、
賄
賂
な
く
て
た
ゝ
名
乗
（
31
ウ
）
ま
し
と
也
。
万

葉
云
、「
天
に
ま
す
さ
ゝ
ら
へ
男
賄
賂
は
せ
ん
今
宵
の
月
夜
五
百
続
こ
そ
五
百
夜
つ
き

て
た
へ
」
と
也
。
「
さ
ゝ
ら
男
」
と
は
、
月
の
名
也
。
月
に
ま
ひ
な
い
ま
い
ら
せ
ん
、

今
宵
の
月
い
か
夜
あ
れ
と
也
。
又
云
、「
我
や
と
に
咲
る
な
て
し
こ
ま
い
は
せ
ん
ゆ
め

は
な
ち
る
な
い
や
お
ち
に
さ
け
」
。「
い
や
お
ち
」
と
は
、
あ
ひ
つ
き
〳
〵
さ
け
と
也
。

此
外
、
是
を
略
す
。
し
か
る
を
他
流
に
、
「
ま
い
な
し
に
」
と
よ
み
て
、
「
花
も
い
ひ

な
し
に
」
と
そ
簡
せ
ら
た
り
。
爰
に
定
家
卿
の
密
勘
云
、「
花
ま
ひ
な
し
」
と
書
る
事

は
、
「
花
も
い
ひ
な
し
に
」
と
有
し
か
は
、
「
さ
も
や
あ
ら
ん
」
と
て
、
人
の
き
ゝ
所

に
て
、
哥
に
よ
み
た
り
。
し
か
れ
は
、
万
葉
に
、
「
賄
賂
」
と
云
事
あ
ま
た
有
け
り
。

「
ま
い
な
し
」
と
よ
む
へ
か
り
け
り
。
今
こ
そ
は
は
つ
か
し
く
お
ほ
ゆ
れ
、
と
有
。

ま
こ
と
に
、
一
句
を
か
へ
て
よ
ま
む
に
は
、
奥
の
三
笠
山
の
哥
は
、
是
も
、「
神
無
月
」

と
よ
み
て
、
何
の
心
得
有
へ
き
や
。
か
へ
す
〳
〵
理
不
尽
の
事
也
。
先
達
の
指
南
に

ま
か
せ
て
、
二
句
に
よ
む
へ
き
な
り
。 

  

俳
諧
歌
（
32
オ
） 

一
、
誹
諧
哥
と
は
、
餘
家
に
は
、
さ
れ
哥
と
云
。
家
に
は
利
口
の
哥
と
い
ふ
な
り
。 

【
一
〇
一
三
】 

一
、
い
く
は
く
の
田
を
つ
く
れ
ー
藤
原
敏
行
朝
臣 

此
鳥
は
、
冥
途
死
手
の
山
に
住

也
。
そ
れ
か
農
業
に
な
れ
は
、
時
分
を
し
ら
せ
ん
と
も
、
此
土
へ
来
る
に
は
、
は
し

め
わ
ら
は
の
形
に
て
有
け
る
か
、
此
土
に
云
鳥
と
成
て
、「
過
日
時
不
熟
」
と
鳴
と
申
。

是
に
よ
り
「
死
出
の
田
長
」
と
云
名
あ
り
。 

【
一
〇
二
七
】 

一
、
足
引
の
山
田
の
そ
ほ
つ
ー
「
山
田
の
そ
ほ
つ
」
は
、
や
ま
た
の
か
ゝ
し
也
。
そ

れ
を
心
を
あ
は
せ
て
、
我
は
か
く
人
の
ま
ね
な
れ
と
も
、
秋
な
れ
は
う
れ
へ
お
ほ
し

と
云
也
。
た
ゝ
し
、
八
雲
御
抄
云
、「
山
田
の
そ
ほ
つ
」
は
、
烏
帽
子
打
着
て
、
弓
矢

持
て
お
と
こ
ま
ね
に
て
有
物
を
、
我
を
法
師
と
い
ふ
う
た
て
さ
よ
と
云
也
、
と
あ
そ

は
さ
れ
た
り
。
さ
あ
ら
ん
に
は
、
我
を
法
師
の
お
は
し
と

の

書
へ
し
。
是
は
お
く
の
「
お
」

な
れ
は
、
文
字
つ
か
ひ
い
か
ん
。 

【
一
〇
四
七
】 

一
、
さ
か
し
ら
に
夏
は
人
ま
ね
ー
人
ふ
た
り
か
中
に
、
夏
は
ね
た
り
し
か
、
今
は
さ

む
き
夜
は
、
ひ
と
り
ぬ
る
と
云
也
。「
人
ま
ね
」
と
は
人
の
間
に
ね
た
り
と
云
也
。（
32

ウ
） 

【
一
〇
四
九
】 
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一
、
も
ろ
こ
し
の
よ
し
の
ゝ
山
に
ー
左
の
お
ほ
い
ま
う
き
君 

餘
家
に
は
、
唐
の
五

台
山
の
た
つ
み
の
す
み
か
け
て
、
飛
き
た
り
て
、
吉
野
の
山
と
な
る
と
申
せ
は
「
唐

の
よ
し
野
」
と
は
い
へ
り
と
云
は
、
家
に
は
伊
勢
か
「
三
輪
の
山
い
か
に
待
み
ん
」

と
云
返
事
に
、「
た
と
ひ
も
ろ
こ
し
の
よ
し
の
ゝ
山
に
こ
も
る
と
も
我
は
尋
て
ゆ
か
む

す
る
」
と
よ
ま
れ
た
れ
は
こ
そ
、
恋
の
こ
ゝ
ろ
は
ふ
か
し
と
申
さ
る
。 

【
一
〇
五
五
】 

一
、
ね
き
こ
と
を
さ
の
み
聞
け
ん
ー
さ
ぬ
き 

「
ね
き
こ
と
」
は
、
い
の
り
の
事
也
。

「
祈
祷
」
と
云
字
を
、
「
ね
く
」
共
、
「
ね
き
」
と
も
よ
む
。
人
倫
の
「
祢
宜
」
に
は

あ
ら
す
。 

【
一
〇
六
〇
】 

一
、
そ
へ
に
と
て
と
す
れ
は
ー
よ
み
人
し
ら
す 

「
あ
ふ
さ
き
る
さ
」
と
は
、「
縦
横
」

と
書
て
、
「
と
さ
ま
か
ふ
さ
ま
」
と
よ
む
也
。
「
そ
へ
に
と
て
」
は
、
此
ゆ
へ
に
と
云

也
。 

  

第
二
十 

大
歌
所
御
哥 

【
一
〇
六
九
】 

一
、
お
ほ
な
ほ
い
の
う
た 

「
大
哥
所
」
は
、
大
嘗
会
の
哥
を
取
集
る
ゝ
所
也
。「
お

ほ
な
ほ
い
の
哥
」
と
は
、
「
大
直
日
神
」
、
天
照
大
神
の
御
後
見
の
神
に
て
ま
し
ま
せ

は
、
か
く
よ
め
り
。 

【
一
〇
七
〇
】 

一
、
し
も
と
ゆ
ふ
か
つ
ら
き
山
に
ー
「
し
も
と
ゆ
ふ
か
つ
ら
き
」
と
は
、
笞
と
也
。

つ
み
す
る
（
33
オ
）
も
の
を
う
つ
也
。
笞
杖
塗
流
罪
の
五
罪
の
う
ち
の
笞
也
。
此
し

も
と
を
は
、
な
は
に
人
は
ゆ
は
す
、
葛
に
て
ゆ
ふ
故
に
、
「
し
も
と
ゆ
ふ
か
つ
ら
き
」

と
つ
ゝ
く
る
な
り
。 

【
一
〇
七
二
】 

一
、
水
く
き
の
岡
の
や
か
た
に
ー 

「
ふ
り
」
と
は
、
其
所
の
風
俗
を
よ
め
る
也
。

「
霜
の
ふ
り
は
も
」
と
は
、
「
は
と
わ
も
」
と
よ
む
へ
し
。
餘
家
に
は
、
「
霜
の
ふ
り

は
」
と
よ
み
て
、
「
場
」
を
書
り
。
家
に
は
右
の
と
を
り
、
「
ふ
り
は
も
」
と
よ
む
。

「
も
」
と
は
、
や
す
め
字
。
只
、
霜
の
ふ
り
た
る
と
云
也
。 

【
一
〇
七
六
】 

一
、
ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
山
の
ー
「
神
あ
そ
ひ
の
う
た
」
、
神
楽
哥
の
事
を
申
。「
と

り
も
の
ゝ
哥
」
と
は
、
と
り
物
に
、
八
色
有
。
榊
柳
幣
杖
弓
釼
鉾
𣏐
篠
こ
れ
ら
也
。

八
相
成
道
の
義
也
。「
ま
き
も
く
の
あ
な
し
」
は
、
巻
向
の
痛
足
。
爰
に
、
玉
城
の
宮

と
て
古
宮
あ
り
。
此
山
に
は
、
槇
材
木
多
き
山
也
。
此
材
木
を
取
に
は
、
神
の
お
し

み
て
た
ゝ
り
給
ふ
故
、
山
か
つ
ら
し
て
、
神
を
す
か
し
奉
り
て
、
材
木
を
と
る
也
。

「
山
か
つ
ら
」
と
は
、
幣
を
さ
し
、
木
綿
四
手
を
以
て
祭
る
な
り
。 

【
一
〇
八
〇
】 

一
、
さ
ゝ
の
く
ま
ひ
の
く
ま
川
に
ー 

「
ひ
る
め
の
哥
」
と
は
、
天
照
大
神
を
、
大

昼
霊
尊
と
申
に
よ
り
、
か
く
の
こ
と
し
。
（
33
ウ
） 

【
一
〇
八
二
（
～
一
〇
八
六
）
】 

一
、
ま
か
ね
ふ
く
き
ひ
の
中
山
ー
「
か
へ
し
も
の
ゝ
哥
」
と
は
、
神
楽
哥
を
は
大
略

か
へ
す
也
。
「
か
へ
す
」
と
は
、
二
度
う
た
ふ
也
。
「
ま
か
ね
ふ
く
」
と
は
、
砂
金
を

た
ゝ
ら
に
入
て
ふ
く
を
云
。
「
承
和
の
御
へ
」
と
は
、
仁
明
天
皇
の
大
嘗
会
の
哥
也
。

「
へ
」
と
は
「
贄
」
也
。 
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「
水
尾
」
と
は
、
清
和
天
皇
。
「
仁
和
」
と
は
、
光
孝
天
皇
。
「
元
慶
」
と
は
、
陽
成

天
皇
。
「
今
上
」
と
は
、
延
喜
帝
の
御
事
也
。 

【
一
〇
八
八
】 

一
、
み
ち
の
く
は
い
つ
く
は
あ
れ
と
ー
「
つ
な
て
か
な
し
も
」
と
は
、
い
つ
く
に
て

あ
そ
ふ
よ
り
も
、
此
汐
か
ま
の
う
ら
に
て
あ
そ
ふ
は
、
お
も
し
ろ
き
に
、
綱
手
か
な

し
き
と
也
。 

【
一
〇
九
二
】 

一
、
も
か
み
川
の
ほ
れ
は
く
た
る
ー
此
最
上
川
は
、
た
き
り
て
落
た
る
山
川
に
て
、

舟
を
の
ほ
れ
は
、
お
し
お
と
さ
れ
〳
〵
す
る
時
は
、
舟
か
し
ら
を
ふ
る
。
是
を
人
の

「
い
な
」
と
云
事
に
は
、
か
し
ら
を
ふ
る
ゆ
へ
、
「
い
な
船
」
と
云
也
。
さ
て
こ
そ
、

「
い
な
」
に
は
あ
ら
す
と
申
な
ら
は
し
け
れ
。
但
し
、
い
ね
を
つ
み
た
る
舟
と
も
云
。

家
の
義
に
あ
ら
す
。 

【
一
〇
九
四
】 

一
、
こ
よ
ろ
き
の
礒
た
ち
な
ら
し
ー
「
め
さ
し
」
と
は
、
泉
郎
の
子
と
も
、
全
に
て

つ
く
り
た
る
物
を
も
つ
て
、
貝
の
め
を
さ
し
切
て
取
を
云
也
。
又
、
あ
ま
の
子
共
の

わ
ら
は
へ
に
て
有
を
い
ふ
と
も
。
古
哥

紀
伊
の
国
の
な
く
さ
の
浜
に
貝
ひ
ろ
ふ

あ
ま
の
め
さ
し
の
お
と
な
な
り
せ
は

（
34
オ
） 

【
一
〇
九
七
】 

一
、
か
ひ
か
ね
を
さ
や
に
も
見
し
か
ー
「
け
ゝ
れ
な
く
」
と
は
、
こ
ゝ
ろ
な
く
と
云

也
。
又
其
内
四
郡
へ
た
ゝ
る
と
い
ふ
事
は
、
家
の
義
に
あ
ら
す
。 

  

墨
滅
哥 

【
一
一
〇
七
】 

一
、
わ
き
も
こ
に
逢
坂
山
の
ー
「
わ
き
も
こ
」
、
わ
か
妻
也
。 

【
一
一
〇
八
】 

一
、
犬
上
の
と
こ
の
山
な
る
名
と
り
川
ー
「
鳥
籠
の
山
」
、
「
名
と
り
川
」
の
事
、
此

う
た
は
万
葉
集
の
哥
也
。
そ
れ
を
少
し
も
ち
か
へ
す
し
て
入
た
ら
は
、
序
の
言
葉
に

も
、
「
万
葉
に
も
い
ら
ぬ
ふ
る
き
哥
を
集
て
」
と
云
詞
に
た
か
ふ
へ
き
ゆ
へ
に
、
「
い

さ
や
川
」
を
「
名
と
り
川
」
に
か
へ
た
る
也
。
古
哥
の
詞
を
か
へ
て
、
今
の
勅
撰
に

入
事
、
撰
者
の
ひ
と
つ
の
な
ら
ひ
な
り
。 

  
 
 

古
今
注
一
部 

 

冷
泉
流
之
相
伝
（
34
ウ
） 

  
 
 

此
本
家
被
秘
。
更
々
他
人
江

被
見
事
、
九
説
之
儀
也
。
若
此 

 
 
 

流
於

不
承
続
者
波

、
可
被
入
火
中
。
殊
御
子
左
乃

流
大
仁

相 

 
 
 

違
之
事
共
有
、
努
々
不
可
有
他
見
也
。 

  
 
 
 
 
 
 

私
云
、
此
一
帖
、
冷
泉
家
秘
書
云

々

。
或
人
写
つ
た
へ
て
、 

 
 
 
 
 
 
 

冷
泉
大
納
言
為
村
卿
御
覧
に
入
し
に
、
「
尤
家
の 

 
 
 
 
 
 
 

書
な
か
ら
、
用
捨
有
る
も
の
な
り
。
み
た
り
に
人
に 

 
 
 
 
 
 
 

み
す
へ
か
ら
す
」
と
、
仰
あ
り
し
と
そ
。
【
35
オ
】 
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